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JARPNⅡ でも調査中にイワシクジラの親子連れが発見されている。図60aか ら図60cに月

別のイワシクジラの発見位置と親子連れの発見位置を示した。この図から5-6月 には発見がな

く、 7月 から8月 に規子連れが確認されており、 9月 にはデータが少ないものの、規子連れの発

見も少ない傾向が認められている。今後、この種のデータが蓄積することによって、親子連れの



来遊時期 も特定できるもの と期待 され る。
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確認されており、8～ 9月 には親子連れの発見も少ない傾向が認められている。今後、この種のデ

ータが蓄積することによって、親子連れの来遊時期も特定できるものと期待される。

106

106

107

108

112

112

113

114

図 60aの上図

図 60aの下図

図 60bの下図

図 60cの下図

図 62aの上図

図 62aの下図

図 62bの下図

図 62cの下図

(5月 )

(6月 )

(8月 )

(9月 )

(5月 )

(6月 )

(8月 )

(9月 )

を 108ページ図 60c図 と差し替える

を 107ページ図 60b下図と差し替える

を 106ページ図 60a下図と差し替える

を 106ページ図 60a上図と差し替える

を 114ページ図 62c図 と差し替える

を 113ページ図 62b下図と差し替える

を 112ページ図 62a下図と差し替える

を 112ページ図 62a上図と差し替える



イワシクジラとニタリクジラ

は じめ に

マ ッコウクジラや ミンククジラといつたクジラの名前は、鯨類研究を行 っている私達にとって

は普段か ら呼称 しているので、あま り奇異には感 じていなかったが、一般の方々にクジラの名

前の由来をお話す ると強い関心をもたれ ることが多い。

例えば、セ ミクジラの 「セ ミ」 とい うと、やは り夏を代表す る 「アブラゼ ミ」や 「ニイニイ

ゼ ミ」などの昆虫の 「セ ミ」を想像する人が多い と思 うが、このセ ミクジラとは背鰭のような

突起物を持たず滑 らかな背中を持つクジラ、すなわち背中の美 しい鯨 とい う意味で 「背美鯨」

と名づけられている。また、この鯨の英名は「right whale」 で「正統な鯨」とい う意味である。

捕鯨は欧州のバスク地方沿岸 を発祥 として始まったが、その最初に捕獲の対象になった鯨だか

らである。 この鯨は、沿岸まで近寄 り、泳ぎもゆつた りとしていて、 しかも死んでも海中に沈

まず、高等な捕鯨技術を持つていなかった当時の人でも捕獲す ることができたことか ら最初に

捕獲の封象に選ばれ、この鯨を追つて、北極海へ、またグ リーンラン ドヘ と、捕鯨はクジラを

求めて世界へ拡大 してい くことになる。

また、ナガスクジラやシロナガスクジラは、 日本周辺においても古 くか ら捕獲 されてお り、

「のそ (能 曽、野曾 )」 あるいは 「ながそ」などと呼ばれていた。「ながす」 とは、顎か ら腹部

にかけてアコーデオン状の長い畝 (長 須や長簾)を指 している。1832年に出版 された「勇魚取

絵詞」では長須 として 「にた り長須」 と 「白長須」が記載 されているが、ヒグの色や体色など

の記述か ら、前者が体色が灰色のシロナガスクジラを、後者が腹部に自色部をもつナガスクジ

ラを指 している。また、粕谷・山田 (1995)1こ よれば、明石 (1910)か ら現在の用例 (ナ ガス

クジラを長須鯨、シロナガスクジラを自長須鯨)に統一 された らしい。英名はナガスクジラが

その大きな背鰭か ら背鰭鯨 「Fin whale」 と、またシロナガスクジラはその青い体色か ら「Blue

whale」 と名付けられている (大村、1969)。

イ フシクジラ (組鯨)は この鯨がイフシを食べ、その出現が魚のイワシの豊凶 と関係 してい

るこ≧か ら名付けられている。ミンククジラは、別名「コイ フシクジラ」(/!ヽ 饂鯨)と も言 うが、

この名前はイ フシクジラに似た小型の鯨 と言 うことか ら名づけられている。 ミンククジラは、

英名の 「minke whale」 か ら派生 したものであるが、これはノル ウェーのマインケ (Meincke)

が、シロナガスクジラと間違って捕獲 して しまった ことを!耳焉楡 して呼んだ「マインクのクジラ」

か ら派生 したものである。            ・

ザ トウクジラ (座頭鯨)は 、背中が歪な形をして、座頭が琵琶を持つた姿に似 ていることか

ら、名づけられた と言われてお り、英名の 「Humpback whale」 もセムシ鯨 と呼ばれてお り、

同様に背中に特徴のあることか ら名づけられている (大村、 1969)。

本書でタイ トル とした 「イフシクジラとニタ リクジラ」は、クジラの名前であることは、言

うまでもないが、これまで述べてきたよ うに、やは り和名や英名、学名 にもいるいろな経緯が

ある。特に、 日本周辺のニタ リクジラは、 日本鯨類研究所の前身である財団法人鯨類研究所の

所長であった大村秀雄博士が研究 し命名 されたものであ り、同氏の一連の報告や 出版物にその
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経緯が記録 されている (大村、1959,1969,1986,Omura and Fuiino,1954)|ま か、加藤秀弘

博士の著書 (2000)1こ もその詳細が記述 されている。

イ フシクジラとニタ リクジラは古 くか ら日本周辺海域で捕獲 されてきたが、資源の枯渇 と商

業捕鯨モラ トリアムにより、商業的捕獲はイ ワシクジラが 1976年 に、ニタ リクジラが 1987

年に禁止 され、これに伴い鯨体を用いた研究が実質的に困難 となって、両種の生物学的な調査

研究は、 日視調査による分布、資源量情報 とバイオプシーの DNA解 析な どに限 られ、実質的

な資源生物学的な研究はほとん ど進展 していない。

日本国政府が立案 した第 2期 の北西太平洋鯨類捕獲調査 (」ARPN Ⅱ)は 、鯨類の海洋生態系

での位置を解明 し、漁業資源の一括管理を目指 したモデル開発に有用な情報を提供す ることを

目的 として、2000年 か ら開始 されているが、従来の ミンククジラを姑象に した 」ARPN調 査に

加 えて、予備調査ではニタ リクジラとマ ンコウクジラを、また 2002年の本格調査か らイ ワシ

クジラを捕獲姑象に加 えて調査が進め られてお り、海洋生態系における主要な鯨類の位置付け

が明 らかにされつつあるとともにこれ らの鯨種の生物学的な情報 もまた徐々に蓄積 されつつあ

る。

そこで、本書では、これまでの知見を整理す るとともに、JARPN Ⅱによつて新たに収集 され

つつある生物学的な情報や写真などを用いて両種の識別ポイン トを中心に して生物学的知見を

整理 した。

日本が鯨類の資源調査の点で世界に貢献 してきた理由の一つには、優秀な研究者の輩出 と同

時に、高い調査能力がある。現在の 目視調査や鯨体の生物調査は、商業捕鯨時代に養われた探

鯨能力や鯨の解剖技術など職人技が生かされている。そのよ うな技術は商業捕鯨時代には代々

継承 されてきたが、商業捕鯨の停止か ら 15年以上もたち、そのよ うな専門技を持つた職人 も

年々定年を迎えて現場を後に してお り、伝統技の継承は捕獲調査の調査能力の維持 とい う観点

か らも今後の課題 となつている。 ここで、取 り纏 めた情報が、そのような次世代 を担 う若い人

達にも役立って くれ ることを願つてやまない。

関係者の皆様か らのご批判、ご意見を頂戴 して、さらに改善に図つていきたい と思つている。

2003年 7月 北西太平洋上にて

藤瀬 良弘

田村 力

坂東 武治

小西 健志

安永 玄太

2



目 次

は じめに 1

1.イ フシクジラとニタ リクジラ

目次

4

上顎

胸鰭

背鰭

尾鰭

畝

12

12

41

50

59

63

65

68

3

6

分 類2

外部形態3

2.1.学 名・和名

2.2.分 類、系統群

７

　

７

　

３

１

２

３

４

５

６

７

３

３

３

３

３

３

３

１

２

３

４

５

６

６

６

６

６

背 面

クジラヒグ

プロポーション

１

２

３

４

格
　
・

・

・

・

骨

４

４

４

４

頭蓋骨

下顎骨

脊椎骨

脊椎骨数

74

74

77

78

79

5.分布・回遊 82

82

90

92

１

　

２

　

３

５

　

５

　

５

日本太平洋域における分布

遊泳パ ターン

資源量

6.生物学的特性値

性成熟時の睾丸重量

94

94

94

95

96

96

性成熟体長

性成熟年齢

肉体成熟体長 と年齢

最大体長 と体重

3



６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

6.最 高年齢

7.繁殖期

8.妊娠率

9.妊娠期間

10。  排∂厨率

11.休 上期間

12.出 産時期

13.胎 児数

97

97

98

98

98

9p
99

99

99

103

104

104

104

114

115

115

118

14.胎 児の成長

15.出 生体長

16.胎 児の性比

17.授 乳期間

18.離 乳体長

19,自 然死亡率

22。 生物量

201加 入率及び加入年齢

21.体 長一体重式

7 量重

１

２

繊

　

・

・

組

７
　
７

最後に

謝辞

参考文献

120

120

125

128

128

143

152

152

155

156

156

157

.性による差異

イ ワシクジラとニタリクジラの間の差異

１

　

２

性食

８

８

8

イ ワシクジラ

ニタ リクジラ

9.そ の他 (寄生虫 。汚染 )

9.1.寄 生虫

9.2.汚 染物質

10

11

12

付録 1.北太平洋のイワシクジラとニタ リクジラの外部形態や生物学的特性値に

関する要約

付録 2

付録 3

北洋 での母船式捕鯨 に よる捕鯨年表

JARPNoJARPNⅡ の調査年表

4

164

167

167



√露ツタノ房占Ξ愛ツタノ房

イフシクジラの頭部 (標本番号 :03NPSE015、 体長 14.9m、 体重 21.3ト ン、雌 )
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1.イ ワシクジラ とニタ リクジラ

イワシクジラ (図 1)と ニタリクジラ (図 2)は古 くから日本沿岸域においても捕獲されてき

たが、過去には縦鯨 (イ ワシクジラ)と して一括 して扱われてきた。

日本周辺のニタリクジラを研究したのは大村秀雄博士とその共同研究者たちである。大村博

士が 1951年の国際捕鯨委員会に出席 した際に、開催地である南アフリカの博物館を見学 して

帰国の途についたが、帰国後の同氏の机上に、その博物館で見たニタリクジラのクジラヒゲと

同じものがあつたことに端を発 している (大村,1959)。 なぜなら、ニタリクジラは当時南アフ

リカ沿岸に固有の沿岸種として考えられてお り、 日本周辺に分布 していないと考えられていた

からである。その後、大村博士らによつて、 日本近海のイワシ鯨には北方型と南方型の二つの

型があり、前者はイワシクジラであるが、後者はむ しろニタリクジラに似ていることが報告 さ

れ (Omura,Nishimoto and Fuiino,1952)、 また、クジラヒグ板の長 さや幅、畝の長 さ、並び

に骨学的な検討結果から、南方型イワシ鯨が、南アフリカ周辺海域で報告されているニタリク

ジラと同種であることが確認 された (Omura and F荀ino,1954,Omura,1959)。 このため、日

本の捕獲統計も 1955年以降は南方型イワシ鯨 (ニ タリクジラ)と してⅨ別されて記録 される

ようになつた (正木,1975)

両種の外部形態や骨学的な差異については、Omura(1959)や 大村 (1959)|こ よって詳細

な報告がなされてお り、両種は頭部上面にある稜線 (リ ッジ)を観察することによつて洋上で

も識別することができることが、彼によつて発見された。すなわち、ニタリクジラでは頭部に副

稜線を伴 う合計 3本 の稜線が存在するが、イフシクジラでは、主稜線 1本のみしか存在 しない

からである。これ以外の外形的な特徴 としては、腹部の畝と磨位置関係のほかに明確な判断基

準は示されておらず、特に洋上における両種の識別を困難にしている。

本書ではこれまでの両種の知見を整理するとともに、JARPN Ⅱを通 して収集 された形態写真

なども駆使 して両種の識別ポイン トについて取 り纏めた。

図 1.イ フシクジラ (標本番号 :02NPSE020、 体長 11.3m、 体重 13.1ト ン、雌 )

図 2.ニ タリクジラ (標本番号 :00NPBO■ 、体長 10.3m、 体重 3,7ト ン、雄 )
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2.分 類

手ぅ )ヶ ::9:Bを与象曼撃を且豊笙脇 ,′Jis Lesson 1828                        9蛮
(伏 で,,()Pす ぐ`rr人

わβ′βθttβ (ラ テン語 L)は鯨 を、PιθrO盟 (ギ リシヤ語 G)は 羽、翼、鰭を示 し、

一
は 「背鰭のある鯨」を意味 している。また、わοrθ口∂(L)は 北を意味 し、力殆 (L)は属す ると

い う接尾語、すなわちイワシクジラの学名は「北にいる背鰭のある鯨」を意味 している (大 隅、

1980)。

英名の seiは 、ノル ウェー語の どうθ(p01lackや cOalash)に 由来 し、Finmark沿岸ではイ ワ

シクジラと魚の seieが 同 じコペポーダ (カ イアシ類)を餌 として、両者が一緒に現れ ることが

多 く、 イワシクジラが sejeの 豊凶と関係 しているとい うことか ら、「sei whale」 と名づけら

れた と言われている (大村、 1969)。

一方、和名のイ ワシクジラ (饂鯨)も またイフシとの関係か ら名づけられているが、ここで

い うイワシとはカタクチイワシのことであ り、和歌山県の太地や大島沖ではカタクチイ ワシの

豊凶に関係 している。またカタクチイワシを餌 とす るカツオの来遊 とも関係 している。これは、

ニタリクジラと分離 されていない頃の話であ り、現在のニタ リクジラに当たる。すなわち、分

離 される前のニタ リクジラをイ ワシクジラ (鰯鯨)やカツオクジラ (鰹鯨)と 呼んでいたこと

になる。しか しなが ら、その捕獲が北 日本に移動 し、その後の学術研究によりこれが sei whale,

苛狩絶需夢琵浄
わ°rθ別猪 であることが確認 されたため、「イ フシクジラ」とい う名称が本種に名付

けられた と考えられている (大村、1969)。

=主
タリクラ)ラ :ち&寛邊甕と堤ξユθどθ′2ゴ Anderson 18781

1913年 にオルセン (Olsen)が 南アフリカ産のものに 二 bvdei Olsen 1912と 命名 したが、こ

れが後になつて 1878年 にアンダー ノン (Anderson)が ビルマで捕獲 された個体に ユ θdiniと

を命名 した個体 と同種であることが判明 し、以後、二 θてF」
i,デ が採用 されている。この θdiniは 、

スポンサーであった英領 ビルマ総督のアシュレイ・エデン (Ashely Eden)氏 を称 して名づけ

たものである。英名の Bryde's whaleは 、南アに最初に 2つの捕鯨基地を立てたノル ウェーの

領事の Johan Brydeの 功績 をたたえて名づけられたものが一般的にも用い られていたため、英

名はそのまま用い られたようである (加藤、2000)。

また、 日本では、元来南西 日本で本種が捕獲 されてお り、カタクチイワシの豊凶や同 じ餌の

カタクチイ ワシを追ってカツオ と一緒に見 られることか らイ ワシクジラやカツオクジラと呼ば

れていた。その後、捕獲が次第に北へ拡大 して、“イ ワシクジラに似た鯨 "ま でも捕獲対象 とな

り、一括 してイワシクジラと呼ばれるよ うになったが、その後の学術的な調査によ り南方型が

南アフリカで報告 された Bryde's whaleで あることが確認 され、ニタリクジラと命名 された。

和名 としては、ブ リュー ド鯨、ブライ ド鯨、カツオ鯨 (鰹鯨 )、 オガサフラ鯨 とも呼ばれてい

1ニ タリクジラの学名については、極 く最近になって新たな見解が報告され (Wada θι2■ ,

2003)、 現在研究者の間でも議論が行われている。 このため、ここでは従来の学名に従つた。
なお、新 しい見解については、 2.2.項 で紹介 した。

7



たが、Omura(1959)が、江戸時代か ら捕鯨業者が呼称 していた としてニタ リクジラが妥当で

あるとの見解 を示 して、国内では、以後のこの名称が付けられている。 ちなみにニタ リとは、

「ナガスクジラに似たイ ワシ鯨」の意味であ り、「イ ワシクジラに似たクジラ」とい う意味では

ない。また、西脇 (1965)に よると、ニタ リクジラの語源はナガスクジラのような噴気 をあげ、

またナガスクジラと同様な背鰭を持つ ことか ら名付 けられた と述べている。 しか しなが ら、大

村は、後になって、「ニタ リクジラ」よりも、む しろ 「カツオクジラ」の方が適当だった との見

解を述べている (大村、 1969)。

2 2 分類、系統群

日本周辺海域においても、両種は区別 されずイ ワシクジラとして記録 されていたが、Omura,

Nishimoto and Fuiino(1952)が 、日本近海のイ フシ鯨には北方型 と南方型の二つの型があ り、

前者はイフシクジラであるが、後者はむ しろニタ リクジラに近似 していることを報告 した。

その後、Omura and F蒟 ino(1954)は 当時イ ワシクジラの北方系、南方系 として考えられ

ていた両鯨種をヒゲ板の形状 (質、長 さと幅)や畝の長 さか ら区別できることを報告 した。す

なわち、北方系の ヒゲ板は幅狭 くまた長いのに対 して、南方系のものは幅広で短 く、また北方

系の畝は磨まで達せず、その前方で終わるのに対 して、南方系のものは磨の後方まで達 してい

ること。また、南方系がイ フシクジラよりもニタ リクジラに近いことを報告 している。 しか し

なが ら、分類の決 め手 となる骨学的検討がなされていなかった。

Omura(1959)は、骨学的な検討を加 えて、南方系が南アフ リカ周辺海域で報告 されている

ニタ リクジラと同種であることを確認 し、併せて和名 をニタ リクジラと呼称することを提案 し

た。

さらに、Best(1977)は 、南アフ リカのニタ リクジラには沖合型 と沿岸型の 2つの地方種の

あることを報告 し、両者 ともに頭部に 3本の稜線があることや畝が磨まで及んでいる点などニ

タ リクジラの特徴 を供えているものの、 白色傷跡や ヒゲ板の形状に違いが認め られ、沖合型で

は多 くの白色傷跡があるのに対 して、沿岸型では少なく、また、ヒゲ板の幅に対す る長 さも、

沖合型に比べて沿岸型のものは大きく、イワシクジラに似ていることを報告 している。 このほ

か、沖合型はオキア ミや 中層性魚類を捕食するが、沿岸型は魚類 (イ ワシ類やアジ)食性が強

い。性成熟体長や漸近体長 も沿岸型が沖合型に比べて小 さい。交尾期は沖合型が主 として秋で

あるのに封 して、沿岸型では周年交尾可能であるなどの違いを報告 している (大村、 1970)。

また、南ア以外にもブラジルでも両型の存在す ることが示唆 されている。

正木 (1975)は 、北西太平洋外洋域の系統群の可能性をヒゲ板の幅に対する長 さや角度か ら、

検討 し、北太平洋外洋域 と二陸沿岸沖合海域のニタ リクジラのヒゲ板は、九州西方海域や小笠

原諸島周辺海域の ものよ りも大きいが、この違いは Bestの い う沖合型 と沿岸型には相当せず、

北西太平洋には沿岸型が確認 されていないと述べている。

ニタ リクジラは、 日本周辺海域では 2つ の系統群が認め られてお り、一つは西部北太平洋系

群で、もう一つは東シナ海系群である。前者は 日本の太平洋側から北太平洋の西側に広 く分布

する系群であ り、後者は東 シナ海を中心に分布す ると考えられていたが、1980年代後半か らの

ホエール ウォンチングの流行によって、高知の土佐湾や鹿児島県の笠沙町などにおいても鯨類



の分布調査が開始 され、ニタ ツクジラな どの鯨類の分布が確認 され、また同時に採集 された表

皮サンプルの DNA分 析か ら、これ らが東シナ海系群に属することが判明 し、同系群が東シナ

海か ら日本の太平洋沿岸域まで張 り出 していることが明 らかにされている (Kato θι aユ ,1996,

Yoshida and Kato,1999,加 藤、2000)。 この詳細については、加藤秀弘博士編著の 「ニタリク

ジラの 自然誌」を参照いただきたい。

しかしながら、極 く最近になつて、新たな報告が Nature誌 に発表された(Wada θι2■ ,2003)。

この報告によると、1976～ 1978年 に日本が特別捕獲によってノロモン海域から捕獲 した 8個

体が、1998年に山口県角島 (つ のしま)に座礁 した 1個体とともに、頭骨 (特 に鼻骨周辺)の

形状やDNAが これまでに報告 されているナガスクジラ科の】】aθ】20pιθr覆 属のどれにも該当す

るものがなく、】寇βθttοpιθra属 の新たな種 (aο盟口盟二sp.2003)と して命名 したとい うもの

である。 さらに、これまで 1種 とされていたニタリクジラ (aθどθ盟二英名 :Bryde's whale)

が、a br/どθJi(Bryde's whale)と ユ θどθ′″」i(Eden's whale)の 2種 として区別するのが適当

であるとい う研究結果であつた (Wada θιβ五,2003)。 しかしながら、発表されて間もないこと

から、今後の科学議論の結末に注目しておく必要がある。
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イ ワシクジラ

ニタ リクジラ

01NPSE001、 体長 14.3m、 体重 21.3ト ン、雄 )

01NPB004、 体長 11.6m、 体重 11.1ト ン、 雌 )
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3.外 部形態

3.1.上 顎背面

最大の特徴は、上顎背面にある稜線の数である。イワシクジラは中央に 1本の主稜線 しかない

が(図 3)、 ニタリクジラではその両側に 1本づつ副稜線があって合計 3本の稜線がある(図 4)。

これを用いて、両種を識別することが出来る。

図 3.イ フシクジラの上顎背面 (標本番号 :02NPSE012、 体長 13.9m、 体重 20.5ト ン、 雄 )

中央の隆起線のみで、噴気孔を頂点にして、緩やかなカーブを描 く。

図4.ニ タリクジラの上顎背面 (標本番号 :02NPB015、 体長 9。 9m、 体重 9,2ト ン、雄)

稜線のサイ ドに副稜線を持ち、全体的に平面な形態を呈する

「
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さらに、上顎の形状も一般的に異なり、イフシクジラの上顎は、噴気孔を頂点として、稜線

から吻外縁にかけて丸みを帯びてお り、吻先端方向にも緩やかな曲線を呈し、表面は滑らかで

ある (図 5、 図 6)。 一方、ニタリクジラの上顎はむ しろ平面的で、その表面には種の特徴 とも

なつている3本の稜線があつて凹凸状になつている場合が多い (図 7、 図 8)。

図 5。 吻端方向か らみたイ ワシクジラの上顎上部。全体的に細長 く、また吻の端にかけて滑 ら

かに湾曲している (標本番号 :03NPSE015、 体長 14。 9m、 体重 21.3ト ン、雌 )。

図 6.上顎の上面を真上から見たイワシクジラの上顎。中央に明瞭な稜線がある。

(標本番号 :03NPSE050、 体長 10,5m、 体重 9.5ト ン、雌 )
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図 7.吻端側か ら見たニタ リクジラの吻都。中央の主稜線の両側 に副稜線 がある。また、イ ワ

シクジラに比べて平面的 (フ ラッ ト)である (標本番号 :03NPB002、 体長 12.5m、 体重 13,1

トン、 雄 )。

図 8。 上顎の上面を真上か ら見たニタリクジラの上顎。 中央の主稜線の両側 に副稜線 がある。

(標本番号 :03NPB033、 体長 12,6m、 体重 15,8ト ン、 雄 )
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しかしながら、ニタリクジラの上顎上面の稜線は明瞭に観察されるものから、不明瞭なもの

まで幅広く、またイフシクジラにおいても一見 3本の稜線があるかのように見えるものもあり、

注意深く観察する必要がある。JARPN Ⅱ調査で記録されたイワシクジラとニタリクジラの上顎

上面の個体差を雄雌別にそれぞれ図 9か ら図 10及び図 11か ら図 12に示す。また、図から

もわかるように顕著な性による形態の違いは認められなかった。      、
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123M-03SE028

129M-02SE004
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126M-03SE035

129M-03SE026

図 9.イ ワシクジラの上顎上面の個体差 (雄、体長順 )。

図直下の先頭 3文字は体長 を示す (単位 1/10m)
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図 9,(続き :イ ワシクジラ雄 )
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132F02SE034

図 10。 イワシクジラの上顎上面の個体差 (雌、体長順 )。

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)
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130F-03SE006
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図 10.(続 き :イ ワシクジラll唯 )
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図 11.ニ タ リクジラの上顎上面の個体差 (雄、体長順 )。

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)
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図 11。 (続 き :ニ タ リクジラ雄 )
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図 12.ニ タ リクジラの上顎上面の個体差 (雌、体長順 )。

図直下の先頭 3文字は体長 を示す (単位 1/10m)
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図 12.(続 き :ニ タ リクジラ雌 )

36

122F-028017



122F l)2B037

123F■03日017

124F(138020

122F=038021

124卜028007

125Fと02B027

工転章:■
毯翻 鸞終拶・

r _

125F-038023

図 12.(続 き :ニ タ リクジラ雌 )

37

125F(13B050



126F-028024

127F-038049

127F-038029

128F-02B012

128F-038030

甚 Ⅲ餓|

転ヽ 譲i慈
フ
|を

128F-028042

129F-028045

図 12.(続 き :ニ タ リクジラ雌 )

38

129F-038027



129F-03B047

130F-028032

130F-03B011

132F-028049

130F-028002

Ⅲ

130F■03B003

130F■038040

図 12.(続 き :ニ タ リクジラ雌 )

39

132Fと03B046



133F-038024

135F-028011

135F-038043

138F■038044

193F-03B042

135F-03B035

138F-028001

図 12.(続 き :ニ タ リクジラll唯 )

40

140F-02B047



このよ うに上顎上面の稜線の明瞭 さは個体によつて大きく変化 しているため、一見 しただけで

は種を正確 に判定できない場合がある。 しか しなが ら、上顎の形状 (平面性やイフシクジラに

比べてニタ リクジラの吻は幅が広く、イフシクジラのそれは幅がやや狭 く細長い)は比較的安

定 してお り、稜線の有無のみにこだわ らずに、その違いを観察す ることができたな らば、種判

定が可能である。

3.2.胸 鰭

イワシクジラとニタリクジラの胸鰭をそれぞれ図 13と 14に 示す。また、イワシクジラ雄の

各個体の胸鰭を図 15に、雌のそれを図 16「 に示 し、■タリクジラの各個体の胸鰭をそれぞれ図

17(雄 )と 図 ls(雌 )に示 した。

胸鰭の形状は、ミンククジラに認められるような白斑域がなく、種特異的な特徴は一見 して

無い。

図 13.イ フシクジラの胸鰭 (標本番号 1 03NPSE013、 体長 14.6m、 体重 24,0ト ン、 雌 )

図 14.ニ タツクジラの胸鰭 (標本番号 :02NPB032、 体長 13,Om、 体重 22.3ト ン、 雌 )
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図 15,イ ワシクジラの胸鰭 (雄 :体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)
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図 16.イ フシクジラの胸鰭 (雌 :体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長 を示す (単位 1/10m)
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151「02SE007F

149「()2SE側 5F

図 16。 (続 き :イ ワシクジラ雌 )
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101昨 038004f 104酢(12800Gf

111酢028003f

098酢028041f

099眸03BOa7f

111眸02B016f

t,綽

＼
'ヽ、

B02ef

119離02B013f                    l19昨 09B015f

図 17.ニ タリクジラの胸鰭 (雄 :体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長 を示す (単位 1/10m)
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123昨 (X〕B048f

図 17.(続 き :ニ タ リクジラ雄 )
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100F-02B035f

106F-028010f

122F-02B037f

図 18.ニ タリクジラの胸鰭 (雌 :体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)

092F-03B001f

108F-038032f

11lF-03B038f

117F-038019f

121F-02E044f

093F-028034f

ミを
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123F-028042f

127F088029f

130F-038040f

139F-02B001f

125F-0日 8023f

127F-038049f

130F-028032f

129F―(laBo27f

132F-03B046f

135「∝ B035f

135卜 038043f

園 臨

図 18。 (続 き :ニ タリクジラ雌 )
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3.3.背 鰭

典型的な例では、イワシクジラの背鰭 (図 19)は ニタリクジラの背鰭 (図 20)に 比べて大

きく、先端は上方を向くのに対 して、ニタリクジラの背鰭先端は後方を向いていると言われて

ヤヽる。

しかしながら、特に背鰭の形状は傷など外的な要因もあつて個体差が著 しく、背鰭の高さや

基底長などの大きさを除いて、背鰭の形状のみでイフシクジラとニタリクジラを判別するのは

難 しい。イフシクジラ雄の背鰭を図 21に、雌の背鰭を図 22に、またニタリクジラ雄の背鰭を

図 23に 、雌の背鰭を図 24に示す。

図19. イワシクジラの背鰭 (左 :02NPSE006、 体長 13.2m、 体重 17.2ト ン、雄 ;右

02NPSE031、 体長 13.6m、 体重 18.6ト ン、 雄 )

図 20.ニ タリクジラの背鰭 (左 i03NPB027、 体長 12.9m、 体重 19,6ト ン、雌 ;右 :02NPB004、

体長 12.6m、 体重 16.8ト ン、 雄 )
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106昨03SEO咆 8d

126酢03SE035d 129酢02SE004d

130W卜 00SE017d 130眸  ()3SE027d

131W卜 03SE01 8d 131酢  (lasE034d

133M-03SE01ld

194脚 SE041d 134眸 03SE045d

136昨 (ワ SE091J

図 21. イワシクジラの背鰭の個体差 (雄 1体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)

116M-03SE04制

129眸 03SEl)26d

130隙X,SE(X32d

132麒12SE000d

134M-02SE014d

135M引03SE00,d

13GM― (X,SE(124d

123酢03St023u

130M― (12SE025d

131M-02SE013d

132‖02SE017d

134Wr03SE008d

19CM-02SE027d
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踵
138脚 SE042d

142脚 SE040む

t45-,SE049d 148酢03SE044d

図 21. (続 き :イ ワシクジラ雄 )

110酢く,2SEO(,5む

144眸02SE011用 145隙X,SE047d
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1∞卜 03SE050d 119「02SE020d

127F-02SE001 130F-03SE006d

134卜03SE099d 136F-02SE032d

138「02SE030d 130F-02SE021d

130F03SE014d 139F-03SE020‖

141F-03SECOid 141FttlSE010d

143F-03SE012d 144F― lX〕 SE016む

図 22.イ ワシクジラの背鰭の個体差 (雌 :体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)

1'3F O,SE024d

132「02SE硼 4む

190F-03Sttd

140F-02SE019』

141F α3SE03割

144F-03SE043d

125F-03SE∞ 9d

133F α〕SE022d

137F(XIS日 明ld

130F-02SE026む

142FttSE004d
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146F-02SE016d 146F-00SE013d

148F-00SEOC7d

151F ttSE00'd

138FVSE015d 158卜()2SE018d

図 22。  (続 き :イ ワシクジラ雌 )

146F―ω SE046d

148FttSE099d

150F-02SE008d

151F(XISE()25d

155「(X]SE019d

159F02SE099d

147F-02SE(X37d

140F-02SE035d

152F02SE003d
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093昨02803鶴 ∞ 4-3B031d

098M―虚 8050J 090M<128015d

101眸028019む 101脚 B004d

105画 28046d 10G酢038022d

110M― ()28112制 110昨 (X]B(12制

113酢028()(led

119脚 2B013d 119酢 (19B015d

図 23. ニタリクジラの背鰭の個体差 (雄 :体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)

097M-028014d

099M-028029d

104昨 0ク 閾∝ d

108M―(X38039d

111昨02醐 d

114M― lXユB034d

090酢 0381X,7d

105掏
「

刊唸8039む

110酢028026d

11lW卜 028016d

118脱 8043d
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121酢02B01制 123肝038∞ 8d

12CM-03醐 3d 128‖(X38019d

131M-02B021d 131酢02B031d

図 23.  (続 き :ニ タ リクジラ雄 )

123酢(Ю B048d

12SM― (XIB002d

120M-03B041d

124酢  (X3B007d

12G眸 02B004d

130M― (X〕 B016J

輝 酢 02B〔)23d
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088「 (13B【 XIGd

004F02809Gd 1∞卜02Bα]5む

105F―α]8tXled 10CF 028010d

110卜028048d 110F03B045d

114F-028040d 114F(X〕 800Gd

120F細繭 d 120F-09802Gd

122卜028037d

図 24. ニタリクジラの背鰭の個体差 (11雀 :体長順 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)

∝2F-00B∞ ld

100F-038025d

111「∞醐 制

11,F-00B013d

121卜02B044d

003「 02B(X11む

102F028(X10d

100F-00B012d

114Fセ 8(,22d

110F()2貶 OJ

122F主,2B017d

爾

‖
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125F-020027d

127卜03B029d

128F-OCB000d

120F (X〕 B047d 130F()2Bω 2d

130F03801ld 130F-00B040d

133F組 90夕4d 133F-030042d

135F-038043d 138F-02B00,d

125卜038()23d

12,F-03804ed

129F―l)2B045d

130F-028092d

135F-02日01ld

128F-02B012d

129F-098(127d

130F-03B003d

132F約38046d

135F―(X'酌 05d

図 24。  (続 き :ニ タ リクジラ雌 )
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3.4.尾 鰭

イフシクジラとニタリクジラの尾鰭を図 25に示 した。両種の尾鰭 (尾羽)は、一見よく似て

お り、後端部は直線的で左右に大きく広がっている。統計的にみると、尾鰭の基部での幅がや

やニタリクジラの方で厚い傾向がある。参考までに、イフシクジラ雄 と雌の尾鰭を図 25と 図

26に ヽまたニタリクジラの雄 と雌の尾鰭をそれぞれ図 27と 図 28に示 したと

図 25イ ワシクジラとニタリクジラの尾鰭

(左 :イ ヮシクジラ 03NPSE035、 体長 12.6m、 体重 15。 3ト ン、雄 ;

右 :ニ タリクジラ 03NPB050、 体長 12.5m、 体重 15,1ト ン、 雌 )
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134Mく,2SE000

143酢〔
'3SE(X,Gf12

図 26.イ ワシクジラの尾鰭 (雄 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)

134昨03SE011襴2
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105F‐03SE050綱2

125「 (X〕 B050司 2b

図 26.イ ワシクジラの尾鰭 (雌 )

図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1110m)

141F―αlSE(X〕 舵
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131昨02B033FL

図 27.ニ タリクジラの尾鰭 (雄 )。  図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)

114F ttB022FL

125F03B(汚 OFL 128卜∞ B(X,OFL

図 28.ニ タジクジラの尾鰭 (雌 )。  図直下の先頭 3文字は体長を示す (単位 1/10m)
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3.5畝

イワシクジラやニタ リクジラも他のナガスクジラ科鯨類 と同様 に、下顎組織が蛇腹状になつて

いて伸縮 自在 となつてお り、摂餌する際に畝が大き く膨 らみ餌 とともに大量の海水を口に合ん

でクジラヒゲを使つて餌だけを涼 して摂食す るのに有効に働 く「畝」を有 している (図 29)。

図 29.イ ワシクジラとニタ リクジラの下顎 と畝 (左 :イ フシクジラ 標本番号 03NPSE020、

体長 15.5m、 体重 24.8ト ン、雌 ;右 :ニ タ リクジラ 標本番号 02NPB049、 体長 13.2m、 体

重 24.5ト ン、雌 )

この畝の長 さが、イ ワシクジラとニタ リクジラで異な り、これが両種の外部形態の頭著な違い

の一つになっている (図 30)。

すなわち、イ ワシクジラの場合は、畝はヘ ツより前方で終わ り、ヘ ツの後方まで及ぶ ことは

ない (図 31)。 ニタ リクジラの場合は、ヘ ソより後方まで達 し、畝が長いことが特徴の一つで

ある (図 32)。

Ⅲ…ヘ ツー

‐一生

‐‐月I Pη・い‐‐

=,り イ つ シ

図 30,イ フシクジラとニタリクジラの腹側の比較 (大村、1959)
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図 31.イ フシクジラの腹側 (上 :前半身、下 :後 半身 )。 畝の後端は、ヘ ツより前方にあつて、

へそまで達しない。イワシクジラ 標本番号 02NPSE009、 体長 13.4m、 体重 19,2ト ン、雄

図 32.ニ タリクジラの腹側 (上 :前半身、下 :後半身)畝の後端は、ヘ ツより後方まで広が

つている。ニタツクジラ 標本番号 01NPB005、 体長 10,lm、 体重 7.9ト ン、雌
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3.6.ク ジラヒゲ

イフシクジラとニタリクジラのクジラヒゲも異なり、イフシクジラのヒゲ板は漆黒色で、質も

密であり、毛も非常に細いが、ニタリクジラのヒグは質が荒く、粗雑で毛も太く、色は黒褐色

をしている (図 33)。

図 33.イ ワシクジラとニタ ツクジラの左側最大部のヒゲ板。(下 :イ ワシクジラ 03NPSE035、

体長 12.6m、 体重 15,3ト ン、雄 ;上 :ニ タリクジラ 03NPB050、 体長 12.5m、 体重 15,1ト

ン、 雌 )

また、形も異なり、 ヒゲ板の幅に対する長 さの比率は、イワシクジラが 2倍を超えるのに対 し

て、ニタリクジラでは 2以下である。すなわち、イ フシクジラのヒグ板は細長 く、一方、ニタ

リクジラのヒゲ板は幅広で短い (図 34)。

25 15 2,0

∞

４。

Ю

２。

１。

出

現

頻

度

∞

５５

５。

４５

佃

お

和

２５

長

さ

Ｏ

Ｍ

巾 CM

図34.ク ジラヒゲの幅と長さの関係(左 :関係図、右

村 1959)

長きの幅に対する比

幅に対する長 さの比率の頻度分布 :大

イ

７
シ

ニ

タ

リ
ヽ

イ

ヮ

シ

メ
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またクジラヒグ板列の付き方 も両種で異な り、イ ワシクジラのクジラヒゲは細長 く、上顎か ら

真下に向かつて付いてお り、またその内部は、細い毛によつて 目合いの細かな濾過器 となつて

いる (図 35)。 一方、ニタ リクジラのクジラヒゲはイ ワシクジラに比べて幅が広い。またイ ワ

シクジラに比べて外向きに付いてお り、 さらに内部は粗い毛で覆 われて、多量の海水を濾過で

きる目合いの粗い涼過器 となつている (図 36)。 この図の右側のクジラヒグの写真には、体長

5か ら7cmの カタクチイワシがひつかかっていた。

図 35.イ ワシクジラの日、 口内のクジラヒゲ (左 :02NPSE001、 体長 12.7m、 体重 16,0ト

ン、雌 ;右 :02NPB026、 体長 13.9m、 体重 21,2ト ン、雌 )

図 36.ニ タ リクジラの日と口内のクジラヒゲ (左 :03NPB011、 体長 13.Om、 体重 15。 3ト ン、

雌 ;右 :01NPB013、 体長 13.3m、 体重 19。 4ト ン、雌 )

このようなクジラヒグの付き方は、日蓋部にも反映されている。図37に はイワシクジラとニ

タリクジラの上顎口蓋部を示した。クジラヒグ板列の付き方は両種で異なり、ニタリクジラは

左右のヒグ板の間隔が広く、一方イワシクジラは狭くなつている (図 38)。
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―― =

て守ン       三 ,v

図 37.イ フシクジラとニタ リクジラの日蓋の比較 (大村、1959)

図 38.イ ワシクジラとニタリクジラのクジラヒゲ板列と口蓋の形状

(左 :イ ワシクジラ 03NPSE035、 体長 12.6m、 体重 15,3ト ン、雄 ;

右 :ニ タリクジラ 03NPB038、 体長 11.lm、 体重 ■,8ト ン、 雌 )

根本 (1962)は ヒゲクジラの食性 と頭部 とクジラヒゲの形態について総括 してお り、その中

でイワシクジラは他のナガスクジラ科に比べて吻部の巾が狭 く且つ少 し湾曲しているが、ニタ

ツクジラは他のナガスクジラ科 と同様に頭骨が巾広 く且つ殆 ど湾曲していないと述べ、クジラ

ヒゲ内縁の毛の数や質、頭部や畝の形状などから、ニタリクジラが餌呑み込み型であるのに対
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して、イワシクジラは呑み込み型のみならず、セ ミクジラで見られるような濾 し取 り型 も併用

していることを構造的に説明している。

3.7 プロポーション

JARPN Ⅱで収集されたイワシクジラ及びニタリクジラの外部形態計測値から両種のプロポー

ションを比較した。ここでは、2002年 」ARPN Ⅱ調査で収集された外部形態計測値を用いた (表

1)。 データは体長に対する割合として用いた。

表 1.イ ワシクジラとニタ リクジラの外部プロポーシ ョンの比較のために用いた標本数

2002

イワシクジラ

雄        15
此住               24
合計       39

クジラtリニタ

計

雄

雌

合

24

25

49

イワシクジラとニタリクジラの外部プロポーシ ョンの統計値を表 2に 、また各プ ロポーシ ョン

計測値の体長 との関係 を図 39に示 した。 ここでは、洋上識別の観点か ら、性に分けずに比較

した。イ ワシクジラと手タ リクジラのプロポーシ ョンを Mann‐ Whitneyの U検定を用いて比

較 し、表 2に併せて示 した。

その結果、体長はイワシクジラが大きく、一方、畝の長 さはニタ リクジラに比べてイワシク

ジラが短い といつた特徴が明瞭に示 されている。

また、U検定の結果、吻先端か ら噴気孔、 口角、 日、耳、胸鰭先端 といつた前半部はニタ リ

クジラの方が相姑的に大きく、また、尾鰭の分岐点か らの距離 として計測 した背鰭先端や畝後

端、ヘ ン、肛門 といつた位置は、イ ワシクジラの方が大きい とい う結果が得 られた。言い換 え

ると、ニタ リクジラは頭部が大きいのみな らず、胸鰭や背鰭、ヘ ツ、肛門 といつた位置もイ フ

シクジラに比べて後方にあ り、胸部や腹部にかけても相対的にニタ リクジラの方が大きいこと

を意味 してお り、肛門か ら後方が相姑的に小 さいことを示 している。Omura(1966)は 、プロ

ポーシ ョンを同様 に比較 して、吻端か ら噴気孔までの長 さ、頭骨の長 さと最大幅 (背鰭の高 さ

はニタ ツクジラの方が大きく、尾鰭分岐点か ら畝後端、ヘ ツ、肛門までの長 さは逆にイワシク

ジラが大きいことを報告 している。

また、各部で見 ると、胸鰭の前縁の長 さや尾鰭の幅はニタリクジラがやや大きい。背鰭はイ

ワシクジラが高 く、また幅 も広 く、顕著な違いを示 している。 さらに、頭骨の長 さや幅、 口腔

部の大きさを表す左右の ヒゲ板列の最大幅や長 さ、そ して腋 (胸鰭後端)での胴周はニタ リク

ジラの方が大きく、頭部や胸部の長 さのみな らず、幅 も大きいことを示 した。畝後端での胴周
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はイワシクジラが大きいが、これは畝がヘ ツまで達せず、胸部で終わつているイ ワシクジラの

特徴を反映 したものである。 さらに、尾鰭 もニタ リクジラとイ ワシクジラで異な り、尾鰭の大

きさ (左右の先端間の長 さ)には有意な違いは認 められなかったが、付け根の幅 (付 け根か ら

分岐点まで)は、ニタ リクジラがイワシクジラに比べて大きく、結果 としてニタ リクジラの方

が尾鰭の面積が大きいことがわかった。 これが両種の遊泳能力の違いに関係 しているかもしれ

ない。

表 2.2002年 JARPN Ⅱ調査 で捕獲 したニ タ リクジラ とイ ワシ クジ ラの体長及び プ ロポー シ

ョンの比較

イワシクジラ                 ニタリクジラ         謂駅!テs

Mean  SD   Min   Max    n     Mean  SD   Min   Max    n    U検 定

体長 (m) 14.0   11    112   159    39 115    13    91    140    49      〈005

吻端―噴気孔 (%)

吻端一口角 (%)

吻端一日 (%)

吻端―耳 (%)

吻端一胸鰭先端 (%)

背鰭先端―尾鰭分岐点 (%)

畝終点一尾鰭分岐点(%)

ヘソー尾鰭分岐点 (%)

生殖孔―尾鰭分岐点 (%)

肛門―尾鰭分岐点 (%)

胸鰭
胸鰭
胸鰭
背鰭
背鰭
尾鰭
尾館

前縁 (%)

後縁 (%)

最大幅 (%)

基底長 (%)

高さ(l`)

04
04
01
07
04
10
03

06
05
01
06
03
11

02

163
184
184
239
418
27.8

50,7

45,7
303
26.0

234
22.0

210
150

195

122
78
25
48
31

230
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4.骨格

4 1.頭 蓋骨

外部形態の項で述べたように、イワシクジラとニタツクジラの識別の鍵 となる頭部、特に上顎

部の稜線の数や吻端の形状は、その基盤である頭蓋骨に起因している。頭蓋骨の違いを説明す

る。

骨学的な調査は、前述 したようにすでに Omura(1959)に より詳細な検討がなされている。

ここではその結果を引用する。ニタリクジラの頭蓋骨は吻部が幅広く、吻縁は弧を描いている

のに対 して、イワシクジラの吻縁は直線的で細長い。また、上面はニタリクジラのそれが平面

的であるのに姑 して、イワシクジラは曲線的である (図 40か ら図 42)。 また鼻骨の形状も大

きく異なり、イワシクジラの鼻骨は前端が丸 く、また
'ノ

勿基部まで達 しているのに対 して、ニタ

リクジラでは、吻基部より後方に位置 している (図 40)。

E 守  'テ て ,ツ

図 40。 イ ワシクジラとニタ リクジラの頭蓋骨の上面の形状 と吻基部での断面図 (大村、1959)
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Fig.1

尉β.2

図 41.ニ タ リクジラの頭蓋骨 (上 :背 面、下 !腹面)(Omurよ ,1959)

図 42.イ フシクジラの頭蓋骨 (腹面)(Andrews,1916)
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また、頭蓋骨の上顎部は外形にも現れているよ うに、ニタリクジラが上面に 3本の稜線 を有 し

て凸凹状ではあるものの、平面的であ り、また吻端に向かつても直線的であるのに封 して、イ

ワシクジラの上顎吻部は噴気孔か ら主稜線 を頂点 として、吻端や吻縁に向かつて下向きに湾曲

してお り (図 43-図 44)、 これ らの形状が外部形態的な違いにも反映 されている。

図 43.頭 骨の比較 (大村、1959)。

図 44.頭 骨の比較 (上 :イ フシクジラ 01NP‐ SE001、 体長 14.3m、 体重 21.3ト ン、雄 ;下
ニタリクジラ 02NPB004、 体長 12.6m、 体重 16.8ト ン、雄 )

番癖写
ｒ

イ

ク
ン

ヽ、
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4 2.下 顎骨 (図 45)

下顎骨では、太 さが異な り、イワシクジラでは扁平であるのに射 して、ニタ リクジラでは太 く、

どち らか と言 うと丸太の内側 を少 し削ったよ うな感 じであ り (大村、 1959)。 下顎骨の中央部

では高 さに射 して厚 さは、イ ワシクジラで 54%、 ニタ リクジラでは 64%で、ニタ リクジラが

10%太い (図 46、 大村、1959)。

劇g.2

図 45.ニ タ リクジラの下牧骨 (Omura,1959)

ヤー04…Ⅲ

図46.イ ワシクジラとニタリクジラの下顎骨中央部の断面の比較 (大村、1959)

さらに、下顎骨の後端の関節突起の形状も両種で異なっている。イワシクジラでは下部の角突

起が、上部の関節突起より突出しないのに対 して、ニタリクジラでは下部の角突起の方が、関

節突起より突出している (図 47)。

饉鰹
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rれ

健

〔

図 47 (大 本ヽす、 1959)

4 3 脊椎骨 (図 48)

脊椎骨の形状 も両種で異なる。脊椎骨には左右に張 り出した横突起 と上方に突き出た棘突起が

あるが、ニタ リクジラの棘突起は大きく後方 に傾いている。この傾 きは胸椎 中央か ら始まるが、

腰椎の中央部 よ り少 し前方で著 しい。一方、イ ワシクジラはそれほど棘突起は傾いていない (図

49)。

Fir l

図 48.ニ タ リクジラの脊椎骨 (Omura,1959)

イ ワシクジラとニタ リクジラの下顎後端部の違い
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韓
― `

中

→・ 。・'

図 49.ニ タ リクジラとイワシクジラの脊椎骨 (腰椎、側面)の比較。点線はイ ワシクジラ、

実線はニタ リクジラを示す (大村、1959)。

4 4.脊 椎骨数

イワシクジラとニタ リクジラの違い として、脊椎骨数がある。 イ ワシクジラは 56～ 57個 で

あるが、ニタ リクジラのそれは若干少な く 54～ 55個 である (Omura and Fuiino,1954;

Omura,1959)。 また、脊椎骨式では、イワシクジラでは、C7+D14+L13+Ca2 2(Omura,
1959)及 び C7+D14+L13+Ca2 2～ 23で (Ivashin θサβ五,1972)、 ニタリクジラのそ

れは C7+D13+L13+Ca2 1と なる (Omura,1959)。

JARPN Ⅱで採集 したイ ワシクジラの脊椎骨数は、頚椎 7個 、胸椎 13～ 15個 (平均 13個 )、

腰椎 12～ 15個 (平均 14個 )、 及び尾椎 20～ 23個 (平均 22個 )で、脊椎の合計は 54～

57個 であった (表 3)、 一方、ニタリクジラのそれは、頚椎 7個 、胸椎 12～ 14個 (平均 1

3個 )、 腰椎 11～ 14個 (平均 13個 )、 及び尾椎 20～ 25個 (平均 22個 )で、脊椎骨の合

計は 53か ら58個 で、イ ワシクジラに比べてニタ リクジラは、尾椎で 1個少 なく、合計 も 1個

少なかった (表 3)。

指骨式は、イ ワシクジラでは I-3/4,Ⅱ -5/7,Ⅳ -4/6,V-2/3で あ り、ニタリ

クジラでは I-6,Π -5,Ⅳ -5,V-3で ある (Omura,1959)。

表 3.2000‐ 2003年 の JARPN Ⅱで採集 したイ ワシクジラ及びニタ リクジラの脊椎骨数

頸椎  胸椎  腰椎  尾椎  脊椎骨数   肋骨 (左 )肋骨 (右 )

イワシクジラ 平均

範囲

n

7 13

13-15

89

14

12-15

89

22

20-23

88

56

54-57

38

13

12-14

89

13

13-15

89

ニタリクジラ

79

平均

範囲

n

7 13

12-14

159

13

11-14

159

22

20-25

157

55

53-58

157

13

11-14

193

13

12-14

193
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E

ニタツクジラの浮上パターン (標本番号 :03NPB029、 体長 12,7m、 体重 17.4ト ン、 雌

発見位置 :耳ヒ緯 37度 04分、東経 147度 22分、 2003年 )
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5,分布 日回遊

5。 呵 日本太平洋域における分布

′/ノ ンクジ/~

1994年 か ら 1999年 にかけて行われた JARPN及び 2000年か ら開始 された 」ARPN口 の調査中

に発見 されたイ ワシクジラの月別の発見時水温分布 を図 50に、また月別 の発見位置を図 51

aか ら図 51cに 示 した。

イワシクジラの発見時の水温は、調査月によつてば らつきがあ り、 5月 には 11度、 6月 には

17度 、 7月 には 14度、 8月 -9月 には 16度にピークがある。また、月別のイ フシクジラの発

見位置は、 5月 か ら 6月 には 9海区では北緯 40度以南、 7海 区では主に北緯 38度 か ら 41度

で発見され、 7月 か ら8月 にはそれぞれ北緯 40度以北 と北緯 41度以北で発見 されている。

しか しなが ら、これ らの調査のほとんどが ミンククジラを対象 とした JARPN調 査か ら得 ら

れた結果であるため、水温 10℃以下の海域への調査努力は小 さく、イ ワシクジラの主分布域を

提えていない可能性がある。従つて、む しろイ ワシクジラの南限を示 していると理解 した方が

良い。Ohsumi(1977a)イこよると、1970‐ 1974年の北太平洋沖合域では、イ フシクジラは 5℃

以下か ら 25℃ の水温域で捕獲 されたが、 20。 O℃ 以上の水温で捕獲 されたのは全体のわずか

2.7%で あつた と報告 している。

.EE

撃敷

7月

| 日日日.ilI._

ロロロI

融

ｅ０

２５

知

‐５

匈

５

０

　

　

触

8月

B日

9月

II

図 50,イ ワシクジラの月別発見水温の頻度分布

82



/

＼

歩

鴻プ

｀

5月

50° N

45° N

30°

6月

50° N

45° N

ノ
――-94刊 2BC

―― 海岸線

一― 海区境界線

● イワシクジラ発見位置

130° E 135° E

′

プ

/
/

N

＼＼
すヽ
減
Ｗ

少

フ
♂

140° E        145° E        150° E

140° E         145° E         150° E

155° E 160° E 165° E 170° E 175° E

ノ
プ

/
/

N

勘
// 移

30°

130° E 135° E 155° E 160° E 165° E 170° E 175° E

図 51a,1994・ 1999JARPN及 び 2000‐ 2002JARPN Ⅱで発見されたイフシクジラの発見位置
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図 51c,1994-1999JARPN及 び 2000‐ 2002JARPN Ⅱで発見されたイフシクジラの発見位置

(0)。

ニタノクノ/~

ニタリクジラの月別の発見時水温分布を図 52に、また月別の発見位置を図 53aか ら図 53
cに示 した。

ニタリクジラは、主に 2000年からの」ARPN Ⅱが開始 されて以降、本種の分布域である北緯

40度以南の海域が本格的に調査されている。本種の発見時の水温分布は、 5月 か ら6月 には

19℃から21℃、 7月 には 24℃ 、8月 には 25℃ にピータを持ち、季節によって発見される水温

帯の上昇が認められる。一方、ニタリクジラの発見位置は、 5月 から6月 には 7海 区では、南

側の海域、主に北緯 38度線付近で多数発見 され、この傾向は 7月 と8月 も変わ らない。また

北限はおよそ北緯 40度であり、Omura and Nemoto(1955)の 報告 (水温 20℃以上の水域で、

北緯 40度までの海域)と 一致 している。Nemoto(1959)は、ニタリクジラは 18℃以上の水

温に回遊 し、15℃ 以下の水温には分布せず、外洋域では 20℃ の等温線が分布境界域であると述

べている。

OLsumi(1977a)に よると、1970‐ 1974年 の北太平洋沖合域では、ニタリクジラは 16.3℃

から 26.9℃で捕獲 されたが、18,0℃ 以下の水温で捕獲 されたのは全体のわずか 1.3%で あった

と報告 している。
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しかしながら、 5月 など対象鯨種の北上初期の時期を除いて、主に調査努力は北緯 40度以

北の水温 10℃ か ら 20℃の温度帯へ集中してお り、ニタリクジラを対象 とした 2000年 からは南

側の暖かい水域 も調査対象になつている。 このため、ニタリクジラでは北限付近の分布状態を

反映 している点に気をつける必要がある。
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図 52.ニ タリクジラの月別発見水温の頻度分布
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5,2.遊 泳パターン

イワシクジラとニタリクジラの典型的な遊泳パターンをそれぞれ図 54と 図 55に示 した。

イワシクジラは、高速遊泳するが、呼吸間隔はほぼ一定で、潜水深度も比較的浅く、確認 中

や追尾中にもイロ (水 中での鯨影)をみせることが多い。 しかしながら、索餌行動などでは、

必ず しも、一定方向に遊泳 しない。従つて、遊泳パターンは総合的な判断材料 としては有用で

あるが、遊泳パターンのみで鯨種を判定することは難 しい。

r,テ

夕

図 54.イ ワシクジラの典型的な呼吸パターン。
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ニタリクジラは、浮上及び潜水する角度が深 く、ほとんどの個体が確認・追尾中にもイロを

見せない。また、本種の決め手となる上顎上面にある 3本の稜線 (リ ッジ)も 瞬間的にしか海

面上に現さない個体も多い。また、浮上方向も一定ではなく、絶えず変化するため、確認する

までに時間を要することが多い。

図 55. ニタリクジラの典型的な呼吸パターン。右下はイワシクジラと同様に水平に遊泳 し

たときの遊泳シルエット.
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5 3 資源量

北西太平洋の両種の資源量については、近年 Miyashita θι,■ (2002)が 総括 している。 ここで

はそれに従つた。

ン/ノンクノヲ

アジア系のイ フシクジラは 日本 とノ連が 1975年 まで捕獲 してきた。同資源の初期資源は 42,

000頭 、1975年 の資源量は 9,000頭 で初期資源の 21%であると推定 され、また、MSYLは 23,000

頭 (初期資源の 55%)と 推定されていた (IWC,1976)。 しか しなが ら、その後同資源の評価

は IWCで はなされていない。

1987年か ら日本が実施 している目視調査や JARPN並 びに JARPN Ⅱにおいて、多数のイフ

シクジラが発見 され、近年その遭遇率 (DI)力試顕著に増加 していることが示唆 された。標準的

な解析 (DISTACE)1こ よる同 目視データの解析の結果、現在の資源量は 28,400頭 と推定 され

た (Miyashita θι β■,2002)。 これか らイ ワシクジラのバイオマスは 47,700ト ンと推定 され る。

=タ ノクジ /~

西部北太平洋のニタ リクジラについては、以下の報告がある。

Shimada and Miyashita(1995)は 、 1988‐ 1994年 の 目視 調 査 の結 果 を報 告 し、約

60,000nomilesの 探索による 348群 (512頭 )の発見情報か ら 23,751頭 (CV=0.2)と 推定 し

ている。また、彼 らは、翌年にも、1995年のデータを新たに追加 して再計算を行い、同資源を

25,640頭 (CV=0.2)と 推定 している (Shimada and Miyashita,1996)。  これ らにイまスメア リ

ングや複数年の調査が考慮 されてお らず、 この指摘を考慮 した解析結果によると 22,136頭

(CV=0。 186)で あつた (Shimada and Miyashita,1999)。 しか しなが ら、いづれの場合 も、

未調査域が存在す ることや調査線上の発見率が 100%(す なわち、g(0)=1)と 仮定 しているこ

とか ら、過小評価 している可能性のあることが指摘 されている。

また、Okamura and Shimada(1999)は 、GLMsを採用 して多年度にわたるサンプ リング・

バイアスを検討 して、同資源を 25,317頭 (CV=0,184)と 推定 している。

この他、隣接海域における北太平洋ニタリクジラの資源量については、以下の報告がある。

東シナ海系 :

高知沿岸群 :

ETP(東 大平洋熱帯域 )

105頭 (CV=2,79)

53頭 (CV=0.58)

13,000雰こ(CV=0.202)

Shilnada and Miyashita(1995)

Kishiro θι α工(1997)

Wade and Gerrodette(1993)
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国

日新丸船上におけるニタリクジラの外部形態の計測風景 (標本番号 :01NPB005、 体長 10,lm、

体重 7.9ト ン、雄 )
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6.生 物 学 的特 性 値

イ フシクジラとニタ リクジラの生活史パ ラメー ターについては、これまでに多 くの研究がなさ

れている。 ここでは、これまでに報告 されている主に北西太平洋の情報を中心に整理 した。な

お、北太平洋のイ ワシクジラについては Masaki(1976)が 包括的な研究を行つてお り、また

西部北太平洋ニタ リクジラについては Ohsumi(1995)が それまでの研究の包括的な レビュー

を行つている。 さらに、1995年か ら 1996年 の IWCにおいて西部北太平洋のニタ リクジラの

包括的評価が実施 されてお り、生活史パ ラメーター もレビュー されている (IWC,1996;IWC,

1997)。 ここではそれ らの情報を元に情報を整理 した。また、比較のために、他の海域の報告

についても可能な限 り併記 した。

6.1 性成熟時の睾丸重量

//ノ シクジ /~

Masaki(1976)は 、北太平洋イワシクジラの睾丸の成熟過程は部位で異な り、睾丸中央で開

始 し、頭部腹側で終了す ること、並びに組織学的観察に基づ く 50%が 性成熟 となる睾丸重量を

0。9kgと 報告 している。

ヱタノクジノ
~

Nishiwaki θι β五 (1954)は 、小笠原のニタ リクジラの雄の性成熟を調べ、雄の 75%が精巣重

量 0,74kgで 成熟す ることを報告 し、左右の重量のばらつきか ら、両側睾丸重量の 1.5kgを用

いるのが適当であると報告 した。Ohsumi(1977a)は 、これを受けて、片側が 0.8kg以上の睾

丸を持つものを性成熟個体 とした。一方、南アフ リカの Donkergatの ニタ リクジラについては、

両側睾丸重量が約 3 kgで成熟 となると報告 している (Best,1977)。

6 2 性成熟体長

//ケアシクジヲ

北太平洋では松浦 (1935)が 雌の性成熟体長 を 12.lm(40尺 )と 報告 し、Omura(1950a)

は、北海道沖のイ ワシクジラについて雄 13.lm、 雌 13.7mと 推定 し、三陸沖のイ フシクジラに

ついて雄 12.3m、 雌 13.4mと 推定 している。 さらに、笠原 (1950)は 、日本沿岸 のイワシクジ

ラについて、雄で 13.Om(43尺 )、 雌で 13.3m(48～ 44尺)と 報告 している。また、大村 (1953)

は (北方型)イ ワシクジラの性成熟体長 を雄で 13.Om(43尺 )、 雌で 13.6m(45尺 )と してい

る。大隅 (1974)は性成熟体長を雄で 12.7m、 雌で 13.5mで あると報告 した。Masaki(1976)

は、精巣の組織学的観察結果に基づき、雄の性成熟体長を 12.9mと 報告 し、雌 については卵巣

の黄 自体数の観察か ら、13.4mと 報告 している。

この他、北半球では、Ruud(1937)は ノル ウェー沖の 1頭 の雌のイワシクジラが体長が 13.lm

で成熟 していた と報告 してお り、また、Tomilin(1957)は 北半球のイ フシクジラは雄で 12.0

m、 雌で 12.8mか ら 13.5mで性成熟す ると推定 した。 さらに、Rice(1963)が カ リフォルニ
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ア沖のイワシクジラの性成熟体長を雄で 12.8m、 雌で 13.7mで あると報告 している。

一方、南半球のイ フシクジラについても多数の報告がある。雄の性成熟体長は、13.5m(南

極海、Matthews,1938)、 13.7m(南半球,Machintosh,1965),13.5m(南 ア,Gambell,1968),
13.3m(南 極海 ,Gambell,1968)と 報告 されている。Nasu and Masaki(1970)は 、南極海の

Area IH,IЧ V,VIでそれぞれ 132m、 12.9m、 13.3m、 13.3mで あ り、全海域では 13.3mで あ

ると報告 している。また、雌の性成熟体長は、14.5m(南極海,Matthews,1938),14.3m(南
半球,Machintosh,1965),13.9m(南 ア,Gambell,1968),14.lm(南 極海,Gambell,1968)

と報告 されている。Nasu and Masaki(1970)は 、南極海の Area HI,IЧ V,VIで それぞれ 13.9

m、 13.8m、 14.3m、 14.4mで あ り、全海域では 14.Omと 報告 している。

ニタノクジヲ

ニタリクジラの性成熟体長は、北太平洋では笠原 (1950)が ノト笠原のイ フシクジラ (ニ タリク

ジラ)について睾丸重量 と卵巣の黄 白体の有無に基づき、性成熟体長を雄雌それぞれ 12.5mと

12.8mと 推定 した。Omura(1950b)は 小笠原のイ ワシクジラ (今 日のニタ リクジラ)につい

て雄 12.2m、 雌 12.5mと 推定 し、雄については 11.9mの 可能性 もあると述べている。また、大

村 (1953)は南方型イ ワシクジラ (ニ タ リクジラ)の性成熟体長 を雄で 12.lm、 雌で 12.4mと

している。 Nishiwaki θサβ工 (1954)は 、 4-5月 の小笠原におけるニタ リクジラの 75%の性

成熟体長を雄で 12.3m(信頼区間 12.1‐ 12.5m)、 雌で 12.5m(信 頼区間 12.2‐ 12.8m)と 推定 し

ている。Omura(1962)は 雌のそれを 11.8‐ 12.Omと 推定 した。Omura(1966)は 雄で 11.9

m、 雌で 12.2mで 性成熟に達す ると述べた。Ohsumi(1977a)は 50%性成熟体長 を雄で ■ .8

m、 雌で 12.Omと 報告 した。 さらに、Kato and Yoshioka(1995)は 、西部北太平洋系群の雄

で 11,0‐■ .4m、 雌で 11.6‐ ■ .8mと 報告 した。

一方、南アフ リカのニタ リクジラの性成熟体長は沿岸型では雄で 11.9‐ 12.2m、 沖合型では雄

12.8‐ 13.lmで あ り、沿岸型の雌は 12.5mで あったが、沖合型では標本数の関係か ら明 らかで

ないが、12.8m以 下であ り、雄ほど差がない と報告 している (Best,1977)。

6 3 性成熟年齢

″/ノ シクジヲ

イワシクジラの性成熟年齢は、生まれた年 (年級群 )イこよって変化 してお り、北太平洋では 1925

年頃には雌雄 ともに 10歳 くらいであったが、1960年 で 7歳 まで低下 した (Masaki,1976)。

同様な性成熟年齢の低下は、南半球でも報告 されてお り、南半球では 1930年代までは雄雌 と

もイこ10～ 11歳 であったが、1950年代半ばには 7歳 まで性成熟年齢が低下 していると考えられ

ている (Lockyer,1974;力日藤 ,1991)。

エタノクジノ
~

Omura(1962)は 、少標本数ではあるが、1960年 の 日本沿岸でのニタ リクジラlll往 の性成熟年

齢を 9‐ 10歳 と推定 し、また、雄では 9歳 が全て未成熟で、13歳が全て成熟個体であったこと

を報告 した。Ohsumi(1977a)は 、1970年代前半の北太平洋ニタリクジラの性成熟年齢を 3
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つの方法 (年齢 と性成熟率、成長曲線 と平均性成熟体長、及び初排卵個体の平均年齢)を用い

て検討 し、雄 8‐ 10歳 、雌 7‐ 8歳 と推定 した。 このことか ら、IWCで は雄 10歳 、雌 8歳 を性成

熟年齢 としている (IWC,1977)。 南アフ リカのニタ リクジラの性成熟年齢は、雄では沖合型 と

沿岸型でそれぞれ 10‐ ■ 歳 と 9‐ 10歳 であ り、雌では沿岸型で 10歳 (沖 合型はこれ より若千若

い)と 推定 されている (Best,1977)。

6.4 肉体成熟体長 と年齢

夕/ノ シクジラ

北太平洋イ ワシクジラの肉体成熟体長は、雄で 14.3m、 雌で 15。 2mで ある (Masaki,1976)。

また、加藤 (1990)は 肉体成熟体長を、雄で 14.Om、 雌で 14.8mと 見積 もつた。

=タ ノク ノヲ

Ohsumi(1977a)は北太平洋ニタリクジラの成長 曲線か ら、平均最大体長 を雄 で 12.8m、 雌

で 13.4mと 推定 し、成長はお よそ 20歳 で停止す ると報告 した。また、Kato and Yoshioka(1995)

は、胸椎中央部の化骨状態の観察か ら、同資源の肉体成熟体長を雄で 13.Om、 雌で 13.5mと

推定 した。また、南アフ リカのニタ リクジラについては、雄の漸近体長は、沿岸型で 12.8‐ 13.1

m、 沖合型で 13.7mであ り、雌のそれは沿岸型で 13.7‐ 14.Om、 沖合型で 14.3‐ 14.6mと 報告 さ

れている (Best,1977)。

6 5 最大体長 と体重

ン/ノ シクジア

最大体長は、北太平洋ではカムチャツカ沖の雄 18m、 雌 18.6mで あ り、南極海ではそれぞれ

18.6mと 19.5mである。 しか しなが ら、これ らは体表に沿つた計測値であつて、標準的な計測

方法ではない (Horwood,1987)。

」ARPNコ では 2002年 か ら 2003年 までに 89頭のイワシクジラを採集 し、体長 に加 えて体重

を直接測定 してい る。その統計値を表 4に示 した。JARPN Ⅱで記録 されたイ ワシクジラの最大

体長は雄で 14.8m、 雌で 15。 9mで 、最大体重は雄で 24.4ト ンで、雌では 31.0ト ンであつた。

表 4.2002年か ら2003年 の」ARPN Ⅱで採集 したイワシクジラ 89個 体の体長 と体重

体長 (m) 体重(t)

平均 標準偏差 最小  最大   n 平均 標準偏差 最小  最大   n
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=タ ノクノ /~

JARPN Ⅱではニタ リクジラについても体長 に加 えて体重を直接測定 している。 2000年 か ら

2003年までの 4年間に採集 したニタリクジラの うち、雄 81個体、雌 111個 体の体長 と体重測

定値の統計値を表 5に示 した。」ARPN Ⅱで記録 されたニタ リクジラの最大体長は、雄で 13.3

m、 雌で 14.lmで 、最大体重は雄で 20.8ト ンで、雌では 24.5ト ンであった。

表 5。 2000年 か ら 2003年 の 」ARPN Ⅱで採集 したニタ リクジラの体長 と体重

体長 (m) 体重(t)

平均 標準偏差 最小  最大   n 平均 標準偏差 最小  最大

雄 未成熟

成熱

計

107

042

136

76

118

76

97

155

120

40

113

40

148

208

208

105

126

113

120

133

133

82

81

23

37

32

81

雌 100

129

119

67

112

67

87

176

146

28

111

28

未成熟

成熟

計

135

064

165

122

141

141

31

28

51

145

245

245

73

111

73

111

6 6 最高年齢

″/ノ ンクジヲ

これまで報告 された最高年齢は 60歳 である (Lockye恥 1974)。

淳タノクジヲ

最高年齢について、Omura(1962)は 33歳 と報告 し、Ohsumi(1977a)は 雄で 55歳 、雌で

52歳 と報告 した。また、Ohsumi(1977a)は 卵巣に残 る排卵を計数 し、その最大排卵数は 21

であったことか ら、性成熟年齢 と年間排卵率か らlll往 を 54歳 と見積 もつている。さらに、Ohsumi

(1979)は 、種間比較の方法を用いて 63歳 と推定 している。

6 7.繁 殖期

″/,ア シクジヲ

北太平洋イワシクジラの平均受胎 日は、 1月 (Mizue and」 inbo,1950)、 ■ 月第 3週 (Laws,

1959)と の報告がなされている。Masaki(1976)は 、胎児の成長曲線から、平均受胎 日を 12

月下旬と推定 している。一方、南極海イワシクジラについては、 7月 (Matthews,1938)と 6

月第 1週 (Gambell,1968)で ある。

ニタノクジヲ

Omura(1962),Ohsumi(1977a)は 、それぞれ 5月 ～ 6月 の沿岸および 5月 ～9月 の遠洋捕

97



鯨におけるニタ ツクジラ胎児の体長分布か ら、繁殖期は特定できないものの、ピークが冬期に

あると推定 している。Yoshioka(1989)は 、胎児体長分布か ら長い繁殖期を示唆 し、Kato and

Yoshioka(1993)は 小笠原 と中央北太平洋での胎児体長 を比較 し、両者に差がないことを報告

している。Ohsumi(1995)は、胎児の成長曲線か ら繁殖期は長いものの一つの ピークをもち、

12月 か ら4月 と推定 した。一方、南アフ リカでは、沖合型で秋 (3月 -5月 )であるが、沿岸

型では周年繁殖可能であると推定されている (Best 1977)

6 8 妊娠率

夕/,ア シクジノ
~

北太平洋のイ ワシクジラの見かけの妊娠率は、1970年以降は 63.6%で 、それ以前 (70.8%)よ

りも低 くなってい る (Masaki,1976)。

「

タノク ノヲ

Omura(1962)は 、1960年の三陸 と和歌山で捕獲 された 28頭の性成熟 した雌の うち、42.9%

が妊娠 もしくは排卵中であつたと報告 している。一方、Ohsumi(1977a)は 1971年 ～1974

年の遠洋捕鯨における見かけの妊娠率を 41,7%と 報告 し、月 とともに減少することを報告 した。

Ohsumi(1977a)は また排卵中の雌個体が 5月 か ら 8月 によく出現 し、総排卵率が 5.1%で 、

年間排卵率は 0,46で あると計算 し、胎児体長頻度 を考慮 して、ニタ リクジラが比較的長い繁殖

期を有 していると報告 している。Yoshioka(1989)は見かけの妊娠率を過去最高の 76.5%と 報

告 した。Kato and Yoshioka(1995)は 、見かけの妊娠率を性成熟雌あた りの妊娠個体の割合

および黄体を持つ雌個体の割合から、お よそ 60%で あると報告 した。

6 9 妊娠期間

″/ノ シクジヲ

北太平洋のイワシクジラの妊娠期間は、胎児の成長 曲線の解析から 10.5ヶ 月 と推定 されている

(Masaki,1976)。 南極海のイワシクジラの妊娠期間は 12ヶ 月 と推定 されている (Matthews,

1938;Gambell,1968)。

エタノクジ /~

Ohsumi(1995)は、他の ヒゲクジラとの比較か ら、北太平洋ニタリクジラでの妊娠期間を 11

ヶ月であると推定 した。南アフリカのニタ リクジラの妊娠期間は、お よそ 12ヶ 月であると考

えられてヤヽる (Best,1977)。

6  10 11:りF率

″/ノ シクジラ

北太平洋イワシクジラの年間排卵率は、0.604と 報告されている (Masaki,1976)。
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Ohsumi(1977a)は 、 日本の遠洋及び沿岸捕鯨で補獲 された 124個 体のニタリクジラか ら、

年間排卵率を計算 した ところ、4歳か ら 36歳の期間の年間排卵率を 0.455と 見積 もつた。Best

(1977)は、南アフ リカのニタ リクジラについて、年間排卵率を計算 し、沿岸型で 2.35、 沖合

型で 0。42と 見積 もつている。

6 11.休 上期間

北太平洋イワシクジラの体止期間は、6.5ヶ 月であると見積もられている (Masaki,1976)。

南アフリカのニタリクジラでは、およそ 6ヶ 月であると考えられている (Best,1977)。

6 12.出 産時期

″/ノ シクジノ

イワシクジラの出産時期は ■ 月下旬 (Mizue and Jinbo,1950)、 ■ 月中旬 (Laws,1959)と

推定 されている。また、Masaki(1976)は 、胎児の成長曲線か ら推定 して出産時期 を ■ 月始

めと推定 している。

南極海のイ フシクジラでは、 7月 (Matthews,1938)、 6月 第 2週 (Gambell,1968)と 報

告 されている。

エタノクジア

Ohsumi(1995)は、胎児の成長 曲線から出産時期 は長いものの一つの ピークをもち、他のヒ

ゲクジラとの関係か ら妊娠期間を約 1lヶ 月 とし、出産時期を 10月 から 3月 と推定 した。

6.13.胎 児数

ン/ノ シクジ /~

北太平洋イ フシクジラの双胎の出現率は、O.320%か ら 0.560%で 、全体で 0.516%で あつた

(出[asaki,1976) 。

エタノクジノ

北太平洋ニタ ツクジラの妊娠あた りの胎児数は 1.008で、双胎の割合は 0。 8%で ある (Ohsumi,

1977a)。

6.14.胎 児の成長

/́ノシクノノ
~

2002-2003年の 2年間の JARPN Ⅱで合計 35頭の妊娠個体が採集 され、合計 35個体の胎児

が確認されている (図 56)。
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図 56.JARPN Ⅱで採集 されたイワシクジラ胎児の体長(cm)と 採集 日との関係

イワシクジラの胎児体長は 6月 から9月 にかけての採集期間中に増加する傾向を示 した。回

帰分析による胎児体長と採集 日の関係式は、

L=1,232■ (day)+61.3 (r=0.545)

であり、これにより6月 初めで 135cm、 8月 初めで 209cmで あると推定 された。

また、イフシクジラ胎児の体長と体重を測定できた 34個体の胎児の体長一体重の関係を図

57に示 した。採集 された最大の胎児は、体長 297cmで、体重は 214.lkgで あつた。また、

雄 21頭、雌 13頭 の合計 34頭の胎児の体長 と体重から求めた回帰分析の結果を表 6に示 した。

この結果、性による顕著な違いは認められなかった。両性を用いた胎児体長一体重式は、

BW〒 0,0281■ (BL)2794     r=0,995

である。これにより、体長 100cm、 200cm、 300cmの 体重はそれぞれ 10,9kg、 75。 3kg、 234kg

と計算され、出生体長である 440cm(Masaki,1976)では 681kgと 推定 された。

L=1.232*(day)+61
r=0545  n=35
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図 57.JARPN Ⅱで採集 されたイワシクジラ胎児の体長(cm)と 体重 (kg)と の関係

表 6.JARPN Ⅱで採集 されたイワシクジラ胎児の体長(cm)と 体重 (kg)と の回帰式

w=B*ビ n 相関係数  標本数

B値 n値

雄

雌

合計

00258

00360

00281

2810

2745

2794

0996

0,993

0995

21

13

34

ユタノクジノ
~

ニタリクジラは広い繁殖期を有 していることが推定 されている。ここでは JARPN Ⅱによって

収集された近年の同種の情報について検討 した。2000年 ～2003年の 3年間に合計 40頭の妊

娠個体が採集 され、 うち 1頭 の雌から双子を含めて合計 41個体の胎児が確認 されている (こ

のうち、 4個体は体長 10cm以 下の微小胎児であつた)。

JARPN Ⅱの調査期間の制約からニタリクジラの捕獲は 5月 ～ 9月 上旬までに限 られている

が、この時期においても胎児の体長は幅広 く、10cm以 下の微小胎児から300cmを越える大型

胎児まで確認 されてお り (図 58)、 このことからも、長い繁殖期を有していることがわかる。
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図 58.JARPN Ⅱのニタリクジラの胎児体長と採集 日の関係 .

採集 日は 4月 1日 を第 1日 目とした累積 日数で表示 した

ニタリクジラの胎児、雄 17頭、雌 19頭の合計 38頭 (微小胎児を含む)を用いた体長一体

重の関係を図 59に示 した。採集 された胎児の最大は、333cm、 358.3kgであった。胎児の体

重は成体と同様に指数関数的な増加をした。

回帰分析による結果を表 7に示 した。成長には性による頭著な違いは認められず、両性を用

いた胎児体長一体重式は、

BW=0.0203・ (BL)2859    r=0,999

である。これにより、体長 100cm、 200cm、 300cmの 体重はそれぞれ 10。 6kg、 77.Okg、 246kg

と計算 され、胎児の最大体長である 395cm及 び平均出生体長である 384cm(Ohsumi,1966)

で1まそれぞれ、 539kg及 び 497kgと す佐定された。
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図 59。 JARPN Ⅱにおけるニタ リクジラ胎児の体長一体重の関係図

表 7.2000年～2003年の」ARPN Ⅱで採集 されたニタリクジラの胎児の体長一体重式

W=B*L^n 相関係数  標本数

B値 n値

ニタリクジラ   雄

（望
）側
‘

200

100

雌

合計

00184

00184

00203

1000

0999

0999

17

19

38*

`性
別不明の徹小胎児を含む

6 15 出生体長

夕/ノ シクジ/~

北太平洋イワシクジラの出生体長については、Mizuc and Jinbo(1950)は座礁個体から 4.4m

とTomilin(1957)は 南シナ海で捕獲 された新生児 らしい個体が 4.27mで あったと報告 してい

る。

Masaki(1976)は 、最大胎児が 4,43mで あったことから、北太平洋イフシクジラの出生体長

を 4,40mと 見積もつている。

南極海のイフシクジラについて Matthews(1938)が 出生体長を 4.5mと 推定 している。
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=タ ノクジヲ

北太平洋 ニ タ リクジ ラの胎児 の最大体長 につ いて、 3.6m～ 3.8m(Omura,1962)、 3.95m

(Ohsumi,1977a)、 及び 3.62m(Kato and Yoshioka,1993)と 報告 されている。Ohsumi(1966)

は、雌の性成熟体長 と出生時の体長 との関係か ら、性成熟体長を ■ .7mと 仮定 して、出生体長

を 3.84mと 試算 した。

南アフリカにおける胎児の最大は、体長 3.96mで あつた。また、胎児の体長一体重式を

logW=2.8868 (logL)‐ 1.6196

と算出し、これから出生時の体重を 562kgと 推定 している (Best,1977)。

6.16.胎 児の性比

″/ノンクジヲ

北太平洋 イ ワシ クジ ラ胎児 の雌 の割合 は、 49。 44%と 報告 され てい る (Masaki,1976)。

2002‐ 2003年の 」ARPN Ⅱで採集 された 35個体の胎児では、 11生 の割合は 37.1%であつた (雄

22:lli牲 13)。

ニタノクジジ

北太平洋ニタツクジラの胎児の性比は、微小胎児 を除き、雄 :雌 =58:68で 、雌の割合が 54.0%

であつたが、真の性比は不明 と述べている (Ohsumi,1977a)。

2000‐ 2003年 の 」ARPN Ⅱで採集 された 38個体の胎児では、2個体の微小胎児を除 く雌の割合

は 52.8%であつた (雄 17:雌 19)。

南アでは、沖合 (M:F=7:6)、 沿岸 (M:F=■ ■2)で、性比はほぼ 1:1と 考えられている

(Best,1977)。

6 17.授 乳期間

″/ノ シク ジ /~

北太平洋イ ワシクジラの授乳時期は 7ヶ 月 と推定 されている (Masaki,1976)。 泌乳 中の雌の

乳腺厚 さは 8.Ocm以上であ り、授乳後期になると 8.Ocm以下になる (Masaki,1976)。 南極海

イフシクジラの授乳期間は、 6ヶ 月 と見積 もられている (Gambell,1968)

工タノクジ/~

南アフリカのニタ リクジラではおよそ 6ヶ 月であると考えられている (Best,1977)。

6.18.離 乳体長

ノ/ノ ンク ジ /~

北太平洋 イ ワシ クジ ラの授 乳時期 につ いて は、特別 捕獲 に よる親子 の捕 獲 の記録 があ る
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(Masaki,1976)。 1968年 6月 2日 に、北緯 44度 14分 、東経 174度 50分で捕獲 した 14。 1

mの親 と9,Omの 子が捕獲 され、この親は泌乳後期の黄色の粘液を分泌 し(乳腺厚は 15.Ocm)、

子の胃からは大量の乳もしくは疑乳は認められず、わずかにコペポーダ (a邊盟ぉ て,rfβιβιェど♂l

が認められた。 このことから 9,Omを 離乳体長 とし、また授乳期間を約 7ヶ 月 と推定されてい

る (Masaki,1976)。 また、乳腺の厚さと脂皮厚の関係から、泌乳雌は索餌場に 5月 から6月

に来遊 し、 7月 から離乳が始まると推定されている (Masaki,1976)。

JARPN Ⅱでも調査中にイワシクジラの親子連れが発見されている。図 60aか ら図 60cに
月別のイワシクジラの発見位置と親子連れの発見位置を示 した。この図から5-6月 には発見

がなく、 7月 から8月 に親子連れが確認 されてお り、 9月 にはデータが少ないものの、親子連

れの発見も少ない傾向が認められている。今後、この種のデータが蓄積することによつて、親

子連れの来遊時期も特定できるものと期待される。
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ニタリクジラの離乳体長については約 7.lmと 見積 られている (Lockyer,1984)。

北太平洋ニタリクジフの離乳体長などについては、」ARPN Ⅱからも情報が得 られている。

2000年 から 2001年 に実施 した 」ARPN Ⅱ予備調査において、合計 8組の親子が採集の対象 と

なり、7組の親子 と 1頭 の子供が採集されている (な お、2002年 からの本格調査では親子は採

集対象から除外 されている)。 この 」ARPN Ⅱ調査で採集 したニタリクジラ、特に親子 と単独個

体の体長・性状態 と冑内容物を表 3に 示 した。また、親子 として採集 された個体 (こ こでは受

乳個体とする)と 、単独で発見採集 された個体 (こ こでは離乳個体 とする)の体長別の頻度を

表 9に 、またこの頻度分布図を図 61に示 した。

この結果、ニタリクジラは体長 8.6mの 個体まで親 と連れ立って遊泳するものが存在するも

のの、体長 3.lmか ら親離れをして単独で遊泳 している個体が現れている。また、これ らの個

体の胃内容物の観察から、親子連れの子供は体長 8m以 下の個体からはミルクが観察されたが、

体長 8mを超える個体からはミルクは観察されず、オキアミを捕食 していることが観察された。

また、親離れをした 8mク ラスの個体からもオキアミが観察されたことから、ニタリクジラは

およそ体長 8mで離乳 して、親離れを始め、9m以 上でほとんどの個体が親離れを終えるもの

と考えられた。

図 62aか ら図 62cに JARPN Ⅱで発見されたニタリクジラの親子連れの発見位置を他の

発見とともに示 した。この図からニタリクジラの親子の発見は、調査開始の5月 から発見され、

(9月 はデータが少ないものの)JARPN Ⅱの調査期間にわたつて発見 される傾向を示 してお り、

イワシクジラのそれ とは傾向が異なっていた。これはニタツクジラの繁殖時期が長いことから、

出産時期やそれにつながる授乳時期にもこれが反映されているものと考えられる。この点につ

いては、今後の年齢情報 との解析からさらに明らかにされるものと期待される。
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表 8,2001」 ARPN Ⅱ 調査で採集 したニタ リクジラ、特に親子 と単独個体の体長・性状態 と

胃内容物について

採集日  群れ 体長
サイズ (m)

胃内容物  メモ

餌種 量
性  泌乳

有無

親子ペア

子鯨

B001  2001/5/27
B028  2001/6/15
B031  2001/6/16
B010  2001/6/3
B015  2001/6/6
B025  2001/6/15
B039  2000/9/10
B029  2001/6/16

親鯨

B002  2001/5/27
B011   2001/6/3
B016  2001/6/6
B026  2001/6/15
B030  2001/6/16
B040  2000/9/10
B032  2001/6/16

親子ペア以外の個体

B035  2001/6/17
B006  2001/5/30
B009  2001/6/3
B021  2001/6/14
B008  2001/6/3
B007  2001/6/3
B022  2001/6/14
B034  2001/6/16
B005  2001/5/29
B003  2001/5/29
B004  2001/5/29
B033  2001/6/16
B027  2001/6/15
8024  2001/6/15
B019  2001/6/11
B020  2001/6/11
B013  2001/6/4
B017  2001/6/10
B014  2001/6/5
B018  2001/6/11
B012  2001/6/3
B023  2001/6/14

0 3胃に乳様液体
0 3胃に乳様液体とオキアミ消化物
1 1～ 4胃 に乳様液体
0 3胃に乳様液体
1 オキアミのみ
1 オキアミのみ
0 空胃
1 オキアミのみ

1 泌乳個体
0 泌乳個体
2 泌乳個体
1 泌乳個体
1 泌乳個体
0 泌乳個体
0 泌乳個体

Imm

lmm

lmm

lmm

lmm

lmm

imm

imm

lmm

lmm

Preg(Foetus=20 5cm F)
Imm
Rest

Mat
Mat
Preg(Foetuses=178cmM
Preg(Foetus=156cm F)
Preg(Foetus=202cm F)
Preg(Foetus=333cm F)
泌 乳 個体

泌乳個体

L

L

L

L

L

L

L

L

L

Ｆ

Ｆ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

　

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

　

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｍ

Ｆ

Ｍ

Ｆ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

2

2

2

2

2

2

2

2

67
75
76
78
81
82
85
86

124
138
131
131
126
135
137

1

1

1

1

1

2

4

1

2

0

3

2

1

1

1

0

4

1

3

2

0

4
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Ｅｕ
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表 9.2000-2001年 」ARPN Ⅱにおいて採集 されたニタ リクジラの

受乳個体 と離乳個体の頻度 とみかけの離乳率

体長(m)親同伴 親離れ 親離れ率
60
65
70
75
80
85
90
95
100
105
110
115
120
125
130
135
140
145

0

0

1

1

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

333
60
100

100
100

100

100

100

100

100

100

100

5 100

90

80

70

4

（課
）
超
雲

3

2

無
逢
軍

0

20

10

0

6789 10   11

体長 (m)

12    13   14

図 61.2000-2001年 JARPN Ⅱ予備調査で採集 された親を同伴した子と

親離れした小型個体の体長頻度 と親離れ率

E‐コ親同伴

■■ 親離れ

― 親離れ率
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図62a。 1994‐ 1999JARPN及 び 2000‐ 2002JARPN Ⅱで発見されたニタツクジラの発見位置

(◇)と 親子連れの発見位置 (◆ )。
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図62c.1994-1999」 ARPN及 び 2000-2002JARPN Ⅱで発見されたニタリクジラの発見位置

(◇)と 親子連れの発見位置 (◆ )。

6 19.自 然死亡率

//ノンクジ/~

Doi,Nemoto and Ohsumi(1967)は 、年齢‐体長式、捕獲個体の体長組成か ら、全死亡係数 (Z)

を 0,043-O。 121と 推定 した。北太平洋イワシクジラの自然死亡係数 (M)は、雄で 0.054、 雌

で 0,060と 推定 されている (Masaki,1976)。 また、Ohsumi(1979)は Mを 種間関係か ら

0,067‐ 0.068と 推定 している。Ohsumi(1979)は同様 に南半球のイ ワシクジラについて O.065-

O.066と 推定 している。

ニタノクノヲ

Doi,Nemoto and Ohsumi(1967)は 、年齢一体長式、捕獲個体の体長組成か ら、全死亡係数 (Z)

を 0,059-0,085と 推定 した。 Ohsumi(1977a)イま年齢組成か ら Zを 0,091、 排ジ円糸且成 とつ信ヴF率

か ら Zを 0.030と 推定 し、未成熟個体の自然死亡係数 (M)を 0。 12-0.20と 推定 した。また、

Ohsumi(1977b)は Mを 0.085と 推定 し、Ohsumi(1979)は 自然死亡係数 (M)を種間関

係か ら0,074と 推定 している。IWCで は 0.07と 0.087が 資源評価 の際に用い られている (IWC,

1988)。

南半球のニタ ツクジラの Mは 、Ohsumi(1979)は 種間関係か ら 0,070‐ 0,071と 推定 してお

り、また、Holt(1980)は 0,07と 推定 し、 1980年 の IWCで採用 された (IWC,1980)。
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6.20.加 入率および加八年齢

夕/,ア シクノジ

商業捕鯨における北太平洋イ ワシクジラの制限体長は IWCに よって遠洋で 12.2m、 沿岸で

10。 7mと 規定 されてお り、これか ら、1970年 代の加入年齢は約 7～ 8歳 と見積 られている (大

隅,1974)。 また、加入年齢の低下は Masaki(未 発表データ)か らも示唆 されてお り、雄で 1965

年か ら 1972年 にかけて雄で 7歳 か ら 6歳 に、雌で 8歳か ら 5～ 6歳 に変化 していることが報

告 されている (IWC,1977)。 しか しなが ら、現在の状態については情報がない。

ニタノクジノ
~

Ohsumi(1995)の レビューによれば、日本の遠洋捕鯨のケースでは、加入年齢は 9。 7歳 (z=0.08)、

9.9歳 (z=0,09)で 、加入率 (1)は 、0:084と 0.097と 試算されている (Ohsumi,1977a)。

IWC(1997)は 、北太平洋ニタリクジラの加入年齢について、Ohsumi(1977■ )の成長由

線 と制限体長 (沿岸操業で 10!7m、 遠洋操業で 12.2m)か らそれぞれ 5歳および 9歳に相当す

ると試算 している。

6.21 体長一体重式

Lockyer(1977)は 、南アフ リカ及び南大西洋のイ ワシクジラ 134頭か ら、胎児の体長 と体重

の関係 を

ln(W)=‐ 11.176+2.91981n(L)

と試算 した。ここで Wは kg、 Lは cmで ある。また、

W=(a(t‐ tO))A3

では、妊娠期間 342dayと し、出生体長 450cm、 体重 780kgと 仮定すると、a=0.034 kg‐ 3.d‐ 3

で、tO=74 daysと 計算される。

」ARPN Ⅱからも体長 と体重のデータが直接収集 されている。表 10にイワシクジラとニタリ

クジラの体長 と体重の関係を示 した。 ここでは、 2つ の回帰式を計算 した。第一は、通常体長

と体重の関係式として用いられる

log W=c+n10g L

であり、この式は、 W=BLn として表され、Bと nが算出される。

第 2は、土井 (1978)が 提案する体重は体長の 3乗に比例するとい う式

W=AL3
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であ り、ここでは Aのみが計算 され、単位 (ト ン/m3)か ら肥満度 として表現 され る。

表 10.イ フシクジラとニタ リクジラの体長 と体重の関係式

w=B*ビ n 肥満度*  標本数

B値 n値 A

イワシクジラ 雄
雌
舗

00123

00160

00102

2810

2732

2895

00075

00078

00077

ニタリクジラ 00199

00124

00138

雄
雌
舗

2623

2831

2783

00078

00081

00080

81

111

192

*:W=Aビ 3

この結果、イ フシクジラの体長一体重式は、

雄 :  W=0.0123L2.310

雌 :  W=0,0160L2732

雄 十雌 : W=0,0102L2895

と算出され、一方、ニタ リクジラの関係式は、

雄 :  W=0.0199L2623

11唯 :  W=0.0124L2831

雄 +雌 : W=0.0138L2738

(r=0。 989)

(r=0。 920)

(■ =0.937)

(r=0,960)

(r=0.975)

(r=0.970)

である (図 63か ら図 64)。

また、肥満度係数Aを比較すると、イワシクジラが0,0075-0.0078で、ニタリクジラが 0.0078

-0.0081で 、雄雌 ともに、ニタジクジラがイワシクジラよりも肥満度指数 Aが高く、ニタジ

クジラの方がイワシクジラに比べてよりずん ぐりしていることを示 している。

これはプロポーションの解析でも述べたように、ニタリクジラが前半身が相対的に長 く、ま

た、幅も大きいとの結果 と一致 しているように思われる。
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6.22.生 物量

これまでの JARPN Ⅱで捕獲 されたニタリクジラのうち、乳児を除き体重を測定できた 184頭

の平均体重は 13.9ト ンである。ニタリクジラの資源量は 25,300頭 と推定 されているので

(Okamura and Shimada,1999)、 バイオマスは 351,670ト ンと計算 される。1日 に体重の4%

を消費すると仮定すると、ニタリクジラ 1頭は 1日 あた り0.556ト ンのエサを消費 し、西部太

平洋系群 としては日間 14,067ト ンの餌を消費することとなる。索餌場である本海域での滞在

日数を 150日 と仮定すると、およそ 211万 トン (2,■ 0,020ト ン)を消費すると推定された。

一方イワシクジラのそれは 89頭で 20.8ト ンである。イワシクジラの資源量は 28,400頭 で

あるので (Miyashita θι,工 ,200,)、 バイオマスは 590,720ト ンとなる。1日 あたり体重の4%
を消費すると仮定すると、イワシクジラは 1頭が 1日 当たり0,332ト ンの餌を捕食し、西部北

太平洋系群としては日間 23,628ト ンのエサを消費することとなる。また、本海域での滞在日

数をニタリクジラと同様に 150日 と仮定すると、年間消費量はイフシクジラの場合は 354万 ト

ン (3,544,320ト ン)と 推定される。
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日新丸上 甲板に設置 された鯨 の体重計 によるニタ ツクジラの体重測定風景 (標 本番号

03NPB049、 体長 12,7m、 体重 17.9ト ン、雌)
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フ.組織 重量

JARPN Ⅱでは各調査 日の第 1頭 目の採集個体について、組織・器官毎の重量浪J定 を実施 してい

る。ニタリクジラについては 2000年 から、イワシクジラについては 2002年から重量測定を実

施 してお り、これまでに計測 した個体は表 11に 示 した通 りである。

表 11.JARPN Ⅱにおけるイ ワシクジラとニタ リクジラの組織重量浪J定個体数

」ARPNH
2000     2001     2002     2003     モ」膏十

イワシクジラ

雄

雌
合計

3

13

16

6

8

14

9

21

30

ニタリクジラ

雄

雌

合計

10

4

14

3

13

16

8

5

13

4

9

13

25

31

56

7 1.性 による差異

表 12に イ ワシ クジ ラの組 織 重 量 を体重 の割 合 と して雌 雄 別 に示 した。 この表 で は、

Mann‐Whitneyの U‐検定による性差の検討結果 も併せて示 してある。また、表 13に ニタ リ

クジラの組織重量を表 11と 同様 に体重の割合 として雌雄別に示 し、Mann‐ Whitneyの U‐検

定による性差の検討結果 も併せて示 した。

また、図 65に 、イ フシクジラとニタリクジラの各組織及び臓器重量の割合 (体重に対す る

割合)の体長に伴 う変化 を示 した。

イ ワシクジラでは、肉類 (合計)や、骨類 (合計)で有意な性 による違いが認められ、雄の

方が体格に射 して大きい ことを示 した。この うち、骨は主に、脊椎骨の違いによるものであ り、

雌 よりも雄が重いことを示 している。同様に大脳や小脳 +延髄 も雄で相対的に重いことを示 し

ている。一方、内臓類は、雌の方が大きいことを示 した。

一方、ニタ リクジラでは、有意な性差は肉類 (合計)のみで認 められ、肉類は雄が相対的に

大きいことを示 した。
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表 12.イ ワシクジラの組織重量 (体重%)

ワ

MaFin SD   Min  Max   n   Mean  SD Max    n

Mann―

Whttney's

U―test

脂皮類
(畝須)

198
64

31
12
51
11.8

06
03
10
006
001
04
24
03
67

11

04

02
01
02
002
000
01
04
00
0.5

186
60

2_4

10
47
104

01
02
06
004
0_01

03
17
0.2

61

222
74

34
■3

55
125

9

9

207 12
05

31
i2
45
110

06
03
1.1

006
001
04
24
03
7.4

230
73

543   21 *

181
51

肉類 52.6    16   505  555    9    508
輻
　
郷
”
師
貶

頭骨
下顎骨
脊椎骨
骨類

35
21
54
12_7

*キ■

21

21

21

21

肺
心臓
肝臓
膵臓
牌臓
胃
腸
腎臓
内臓類

09
04
14
010
001
05
3.0

03
79

貶
貶∝
Ш
噸
∝
憎貶
ψ

貶
”
貶
田
蜘
ｍ
Ｏ，３０・０∝

10
04
14
010
002
06
31
04
87

21

21

21

21

21

21

21

21

21

ヒゲ板
大脳

小脳/延髄
その他類

08
0.021

0.006
44

01
0003
0002
06

06
0019
0005
35

10
0027
0012
5.1

09
0017
0004
54

01
0003
0001
14

07    10
0012 0022
0003 0008
35   86

総 計 てい 954 22   912  988 952   27   899 102

表 13,ユ タ ツクジラの組織重量 (体重%)

雄

Mean   SD   Min  Max   n   Mean  SD  Min  Max   n

Mann―

Whた ney's

U―test

脂皮類
(畝須)

頭骨
下顎骨
脊椎骨
骨類

221
83

32
13
48
115

07
03
15
006
002
05
26
03
80

164
64

225

32
13
47
113

172
62

19
09

253
112

294
100

31

31

43
19
56
146

■0

04
20
014
004
■2

37
04
102

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

24

25
25

25

25

25

25

25
25

44
17
63
137

31

31

31

31

肉類 478    30   401   552 452   86   352  519   31     ■*

04
02
03
11

0.6

02
06
12

６

０

２

０

２

■

４

‐０

肺
心臓
肝臓
膵臓

牌臓
胃
腸

腎臓
内臓類

01
01
03
002
001
02
05
00
■0

04
02
11
003
001
02
18
02
62

07
03
■5

007
002
05
25
03
77

∞
餌
郷
閉
Ш
悧
解
∝
粥

阿
貶
明
明
囲
∝
相
硯
弱

田
∞
阿
晒
剛
ｍ
餌
田
相

31

31

31

31

31

31

31

31

31

ヒゲ板
大脳

小脳/延髄

その他類

02
001
0002
16

06
002
0005
30

16
0,04

0012
84

07
003
0008
55

明
阻
ｍ
ｍ
　
理

01     04    09    31
002  002  010   31
0005 0004 0027   31
1 8    34   104    31

総 計 (%う ク9   an i   an 4
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7 2.イ ワシクジラとニタ リクジラの間の差異

表 14に イ フシクジラとニタ リクジラの各組織及び臓器重量 (体重に占める割合)を示 し、こ

れを比較 した。い くつかの組織重量は両種の間で有意に異な り、皮類や肝臓、膵臓、胃、腎臓

な ど内臓類はニタ リクジラの方が大きく、一方、肉類はイフシクジラの方が相対的に大きいこ

とを示 した。Fuiino(1955)は ニタ リクジラの骨や皮類及び内臓の重量がイワシクジラに比べ

て重 く、逆に肉類重量が小 さいことを報告 してお り、今回の結果はこの報告 と一致 していた。

大村 (1959)はニタツクジラの発見のきっかけに、南方系イワシクジラの畝の重量が小さか

つたことをあげている (表 15)。 ここではそれが確認 された。また、外部形態の解析 (3.7.
項参照)か ら、ニタリクジラの頭部や前半身がイワシクジラに比べて大きいことを示 したが、

それは脳重量にも反映されてお り、大脳や小脳 (延髄を含む)重量の体重に対する割合も、イ

フシクジラに比べて大きいことが明らかになった。

表 14.イ ワシクジラとニタリクジラの組織重量の比較

イ ワ

Mean  SD  Min  Max   n
ニタリクジラ

Mean   SD  Min  Max   n

Mann―
Whitney's

U―te st

畝須

脂皮類

背肉

腹肉

赤肉類

64
204

05
12

02
01

02
00
0004

01

03
004
07

51

181

74
230

83
22.3

0.030

0.008

53

0.9

21

01

01

03
00
0008
02
05
006
10

62
164

112

294

***

***

***

**キ

***

26.5

11.8

51.3

12

07
21

298

129

555

230
103

464

283
120

552

240
95
47_6

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

28

28

30

an

165

81

352

56

56

56

56

56

56骨類

肺

心臓

肝臓

膵臓

牌臓

胃

腸

腎臓

内臓類

06
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11

01

0009
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24
027
72

01
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0004
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17

0_21

61
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0019
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31
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87
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1.5
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0.5

25
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7.8
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0008
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56
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047
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11 2     09     92    12 7 11 4     1 1     87    146

大脳
′lヽ脳/延 R也

その他類

0018
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表 15。 1950年台に報告 された釜石のイ ワシクジラと小笠原のユタ ツクジラの組織重量

イワシクジラ
(釜石)

三タリクジラ
(小笠原)

雌    雄 雌    雄
12 4 12 10

肉類
皮類

580
178

39
53
■2

■4
0.8

12,7

577
17.5

4.1

6.2

1.2

■8

0.8

140

＆

２
．

囃
糊
瑚
腑
柳
研
　
峨
肺
胃
朧
酷
腸
柳
峨

04
09
0,9

1.4

04
2.1

3,7

9.8

４

Ｂ

つ

。
２

４

ね

０

之

41
7.0

■6

■9

1.2

15,7

0.4

0.6

07
15
0.4

23
4.5

10.4

3.9

7.0

■6

■9

10
155

After Omura(1050a)、 F的ino(1955)
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8.食 性

我が国におけるヒゲクジラ類の餌料研究は、1950年代か ら根本敬久博士や河村章人博士などに

よつて精力的な研究を行われ、多 くの研究成果が報告 されてきた。また、近年では、著者の一

人の田村を中心に して、」ARPN Ⅱの計画のもとで採集 された ミンククジラや、イ ワシクジラ、

ニタ リクジラ、マ ンコウクジラなどの大型鯨類の食性研究がすすめられてお り、最新情報が提

供 されている。 ここでは、それ らの報告を中心に して取 り纏めを行つた。

なお、近年の研究によつて学名の変更があつた餌生物種 もある。 このため、ここでは過去の

データを参照する際に、可能な限 り最近の種名表記を用いた。

以下に本書で敗 り扱つている餌生物の学名の変更を示す。

旧学名

カイアシ類

σ♭′,盟こどε inれ ,rθね′て,口♂

attβ盟口εP′口塑て,′ュr口∂

Ca′β′2こrS Cnειβι口ε

魚類

カタクチイ ワシ

幼 すrβこど′」i9■斡 ο′2′て
'セ

P

マイワシ

Sardinο pβ ttθ′βttο∂ι′てを,

キュウリエ ツ

J〃務こrro■icvε ttvθ′′θF′

Ⅳθο例力盟口εュ,′をだμttrェどθ
/丁

即々iり ri

ハ′θο∽力盟口ε加妨口ε 7

一 > 新学名

Engray打♂ノ
'pο

コん口じ

SardinοP∂ 塑θ′βttοθι′て,ι口β

J″♭口roユictrdプ apο′,デθ口ε

頭足類

スルメイカ

0盟′盟,力∂ιrθPねθε ε′οβttθ Ji‐pβ cittc,β 互Rうとどarοて′θε P,cincv∂

8 1.イ ワシクジラ

根本 (1956)は 、北太平洋の ヒゲ鯨の餌料について報告 してお り、この中でイワシクジラの食

性 を以下のように総括 している。イワシクジラは、 日本沿岸か ら千島列島にかけた海域では、

春期にはカイアシ類の一種 (θβ′β盟口βPβCittC口θ)を 、夏期にはツノナシオキア ミ (βEどェ″ね,口♂」iタ

P,cincaノ 、そ して秋期にはイカ類、サンマ、カタクチイワシな どを捕食 している。北洋 (北部

北太平洋)においては 川あて,βね盟口∂P′口盟訪 r口δや aP,ciacぉ、サンマ、イカな どを捕食 して

いる。

また、北洋の西経海域ではイ ワシクジラの漁場は 江 P′こど1ククて
'′

どFpdの 分布 と一致 してお り、春

期の 日本沿岸においても、イ ワシクジラの豊凶が a pβ ciac口 sの 分布 とある程度一致 している

可能性がある。 さらに、イ ワシクジラは呑み込み型 (swallowing)と 濾 し取 り型 (skining)
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の両方の捕食方法を用いる。

千島列島海域 (歯舞諸島、択捉島、新知島、幌蓬島)におけるイ ワシクジラの餌料について

は、 ソ連が 1951年 7～ 10月 に捕獲 したナガスクジラ、イワシクジラ及び ミンククジラか らの

餌料の報告があ り、崎浦 (1956)に よつて原著が翻訳 されている。その結果を表 16に示 した。

イ ワシクジラについては 12頭の餌料が報告 されてお り、 3頭がカイアシ類の一種 (θα′と,コ yθ

ιO′2β口β)のみで (内 2頭の胃内容物重量は 51,75kgと 250kg)、 1頭がオキア ミ (rhysaヵ oθβ∂β

Fβ∂て,′!う とカイアシ類の一種 (α とο′2d口dlが 混在 してお り、7頭 (58%)が スル メイカ (恥darοてFθθ

P,ciic口β)であつた (1胃 あた り 1,704尾 か ら 3,100尾 が計数 され、その総重量は 340kgか ら

600kgで あった)。 このスルメイカの外套長は 15～ 20cmで 、イカ 1尾 当た りの平均重量は 200g

であった。また、このよ うなイカ類は、ナガスクジラと同様に、秋期 (8月 か ら9月 )に観察

されている。

表 16.千 島列島海域のイ ワシクジラの餌料について (崎浦,1956よ り改変 )

番号 漁場 捕獲
年月日

性男J 餌種 胃内容重量 (kg)

1冒    2冒    3冒合 計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

南部

北部

南部

南部

南部

南部

南部

南部

南部

南部

南部

南部

オス

メス

オス

オス

メス

オス

オス

オス

オス

オス

メス

オス

1951/7/26

1951/7/26

1951/7/28

1951/8/28

1951/8/20

1951/8/30

1951/9/1

1951/9/6

1951/9/8

1951/9/24

1951/9/24

1951/10/6

θと,/♂′,ク,ど0′,,ク,

アカ/s,ヵοθs影 ′と,S¢力″及びカイアシ類

aど。′,すフ弓ノVθって,,/βヵと′st,′′0とと,rク ,

動物プランクトン

α どο,,ク,

「
ο」θ′οJθ,ρと,ε ,ん,s(スルメイカ)

「
ο」β′ο

`〆

θ,ρβε
"ι

クo(スルメイカ)

イカ

イカ

イカ(半消化 )

イカ

34,050    4000     13700

217 36６

↓同

3,100尾

1,850尾 不消化イカ 半消化イカイカ

アb」と,′ο【/θ,っと,て
'漏

0と′o ( レメイカ)  1,704尾   143

全体で130

325

根本 (1958)は 、1929年 にノル ウェー沿岸 においてイ ワシクジラの捕獲数 と

'Pβ
cinc口ε

の豊度が 1週 間以内のずれをみせて完全に一致 していた とい うRuudの 報告 を紹介 し、このよ

うな餌 と鯨の関係は、北太平洋においても認 め られ、ナガスクジラの捕獲 (来遊)が カイアシ

類 (Nαた″ιpθlの 最大時か ら 1週 間以内に最大になる傾向があると述べている。また、北太

平洋ではイ ワシクジラとナガスクジラはカイアシ類を捕食 してい るが、餌種が異な り、イフシ

クジラは小型のカイアシ類 (江 P′口
"て

,′:rこど♂)を好んで捕食 してお り、一方、ナガスクジラは

肛 αた修ιどをどである (図 66)。 江 P′口′盟ι,ねr,ど は 江 ″たιβι口dに比べて浅い層で粗な集団を形

成 してお り、これを捕食するイ ワシクジラも浅い潜水 を して索餌 していることが観察 されてい

る (図 67)。 また、ア リューシャン列島の東南海域の漁場では、江 αた力ぢEどβが 江 P′,翔て,′:ryε

よ り先に最盛期をむかえるため、ナガスクジラの方がイ フシクジラよりも早 く漁場に来遊する

と述べている。
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瀦

図 66.北 洋における鯨の餌のカイアシ類 2種 (根本、1958)。

左 :河あて,,′β′,こど♂Pプロ′盟て,ねF口 S、 右 :ハIて,r′βιβι口∂

ё

と お 察 t 
や`
マダ勇霞

=
肛 ρ/と′′ηθ′,/ys

′

′

″

ヽ
　

４

ユ
く

お
　

，

＼

」
:整争驚捻麟 辞

月
1::iみ

乙J″
″″

/

肛 cttsとβとと′s

図 67.川 あて,β′と:盟口∂P′v盟て
'力

rrど♂と Nεガ♂″ιv∂ の分布 と

イ ワシクジラとナガスクジラの索餌に関する想像図 (根本 (1958)の 種名を変更 )

また、北部北太平洋のイワシクジラは、江 P′こど盟力F口どの他に、スルメイカやサンマなども

捕食 してお り、特にカムチャッカ沖などの西側海域で捕獲 したイワシクジラの胃から認められ

ている。これ らの餌生物も同様に 江 P′,′盟て,′!r口♂を捕食 していることから、図68の ような関

係が想定されている。

イワンクジラ

サンマロスルメイカ

５

　

　

　

　

０

２

　

　

　

　

Ｓ

魔

　

〔ぷ
）

カイアシ類 (肛 ρ′v,,θ力′vs)

図 68。 北洋におけるイワシクジラに関わる捕食関係 (根本 (1958)よ り改変。餌種名を変更 )
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このよ うなサンマやスルメイカは、特にカムチャッカ周辺や千島列島周辺海域など北太平洋

の西側海域で捕獲 されたイフシクジラの胃か ら比較的多 く観察 されている。

北海道・三陸沖では、 5月 か ら6月 にはオキア ミが主要な餌料であるが、特にスルメイカの

来遊す る夏か ら秋 にかけてはスルメイカがイ ワシクジラの重要な餌生物 どな り、秋にはさらに

サンマの来遊 によつてサンマやイカの漁場が形成 され、そこでのイ ワシクジラも多 くなってい

る (図 69、 表 17;根 本、 1962)。

40N,ス】ヒ
100%

80%

60%

40%

20%

0%

5月 6月 7月   8月
調査月

9月   10月

40N以南

仲

雨

“

雨

100%

80%

60%

40%

20%

0%

■魚類
■イカ・オキアミ

■イカ・カタクテイワシ

ロイカ・サンマ

■イカ

■アジ

団サンマ・サバ

■サンマーカタクチイワシ

■サンマ

■サバーカタクテイヮシ

ロサ′`

ロカタクテイワシ

■(カタクテイワシ)

■オキアミ

5月   6月   7月  8月  9月  10月
調査月

図 69。 1955-57年度東北海区における日本近海産イワシクジラの胃内容物 (Nemoto,1959,

根本、 1962よ り作成 )
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表 17.1955‐ 57年度東北海区における日本近海産イフシクジラの胃内容物 (Nemoto,1959,

根本、1962よ り改変 )。

40N以
オキアミ

(カタクテイワシ)

カタクテイワシ
→ナ′ヽ

サバーカタクテイワシ

サンマ

サンマーカタクテイワシ

サンマ・サ′`

アジ

イカ

イカ・サンマ

イカ・カタクテイワシ

イカ・オキアミ

魚類

なし
不ロロ

２４

河

４

３

3

2

6

9

5

11

25

92
1116

10

7

2

1

9

1

38

3

20%

13%

7%

7%

0%

14%

1%

0%

0%

35%

3%

0%

1%

0%

164
1,ク

2

7

6

6

1

Ы
３５
‐７
‐７
０
３７
２
１
０
９０
８
０
２
０
３‐５
鮒

3

1

4     21
4

5

1

7

8

13

R0

40N以南
オキアミ        13
(カタクテイワシ)

カタクテイワシ       10
サバ          1
サバーカタクテイワシ
サンマ

サンマーカタクテイワシ
サンマ・サバ

アジ
イカ             6
イカ・サンマ

イカ・カタクテイワシ
イカ・オキアミ
魚類
なし         36
不 日Я                65

‐４

２‐

７

13

6

44

40

24

2

1

0

0

0

1

18

0

1

0

1

195

215

33路

30't

18'`

2,`

1%

0%

0祐

0%

1%

14%

0%

1%

0%

1,`

3

2 8

1

3

7

11   1

103

104

25     15
1とヽ ク1

3

ti

13

a

また、北緯 40度以南の海域では秋にかけてオキアミからカタクチイワシやサバヘと餌生物

が変化 している。これ らの関係を纏めると図 70の ようになる。
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図 70.北 西太平洋西側海域でのイワシクジラの捕食関係 (根本、1962よ り作成)

また、その後の商業捕鯨時代の北太平洋イ ワシクジラとニタリクジラの食性 については、河

村章人博士 らが報告 している (河村,1970a;1970b;Kawahura,1973,1980,1982,久 保 田・

洋V本すヽ,1972)。

Kawamura(1973)は、1972年 7月 に新漁場 として捕鯨操業が開始 された北緯 40度以南の

海域におけるイ ワシクジラの食性について報告 している。その概要を図 71に示 した。根本

(1962)の報告 した 1950年代 と比較すると、餌料としての動物プランク トンが変わり、北側

では東西ともに、江 P′こど盟訪 Fこど♂か ら 江 α力滋ιぉ へ と変化 している。また、北緯 40度以南

の海域では ユ P,cittcβ から α Paci4c口 βへ と変わり、また主要な魚類 もカタクチイワシから

マサバヘと変化 していた。
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図 71.北太平洋におけるイワシクジラの捕食関係 (Kawamura,1973に 基づき作成)

また、Kawamura(1982)は 、 1969‐ 1979年の 10年間のイ ワシクジラの食性 を取 り纏め、主

要 な餌生物 としてはカイアシ類 が大部分 を占めてお り、江 αね滋ιぉ、NP′ y盟湧 r,s、 a

P,cinc口βの 3種で全体の 79%以上を占めると報告 している。また、イ ワシクジラの餌料 とし

て比較的重要である漁業対象魚種 としては、マサバ、メバル属、サンマ、マイワシ、カタクチ

イワシな どがある。総 じて言 うと、イワシクジラの餌生物はコペポーダ 3種、オキア ミ類 1種、

サクラエ ビ類の 1種、及びサバ科魚類であると述べている (表 18)。

また、Rice(1977)は カリフォルニア沖のイワシクジラの食性を紹介 してお り、ここでは、

カタクテイワシの一種 (nOrthern anchovち 2塑οrてF,メlが圧倒的に多く、ツノナシオキアミ (互

P,,五θβ)と サンマまで合わせると90%以 上を占めていたと報告 している (表 18)。
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また、図 72か ら図 73に これまで商業捕鯨時年代にイフシクジラの餌料 として観察された餌

生物種を示 した。

表 18.商 業捕鯨年代における北太平洋イワシクジラの餌料 (Kawamura 1973;1982;Rice,

1977よ り改変 )

北太平洋*         北太平洋■*   東太平洋料+

学  名       和  名      40N以 南      40N以 北       全域     Cttifom祐 沖
Ind       %        Ind       %        ind       %       ind      %

COPEPODA(カ イアシ類 )

″oって,,/,,vo θ′′,誇 rt′ε
′Vθοcaね猾us ρ/′′″ο力υs

θと,7,″ク,ρつ0脆us
EUPHAUSIID(オキアミ類)

f′ρ力,v,′βρ
'ε

″を
'

fvρ力と,v,′,J′つ′″っJθ,9

どvρン,コぃな′つし躙 a
Euphaぃア,とっ′,,″

「
力/,,′,οθsSaん ,コ″9,

「
力/s`|″οessa qp"Иシη

「
力/o,″ο∝sa′′,θ″″′,

「
hysanοessa″ξ,,コ

ンV,″
`lι

ο,て ,,″

`p″
光と力,ζ

′Vθ″,わscθ″ζす′,ο力
"oDECAPODA(十脚類 )

♂θ′すo,修,苛肪″ζ
PISCES(魚類 )

ScombD″プ″っ′
'′

て
'VS

MatthcusノβρO′

'′

0`′

'

「
議 rο,b″施 臨ソ0お

Sattinορ,"θ/,ヵっs諺どv,
S印珀″%ヮ,sηttχ

f,ど′,′/′,預ρο〃εvs
f,す′,v″

`″
ο′」,χ

鈴んをうよsa施

ρアθと′′っξ′β″″と′
'つ

ZO,7'

て,,srθ ′οsteus,cじlear′。
きヽ as誇,ッι脇 ヵメ
dθうと,,tes■,
mictophido

CEPHALOPODA (頭 足類)

と力″ヵ″潅′,θ /′で,′,,カタZ力,

ツノナシオキアミ

サクラエビの近似種

マサバ

キュウリエソ

ホクヨウハダカ
マイワシ

カタクチイワシ

(northem anchovy)

サンマ

クサカリツボダイ属
ホッケ

降海型イトヨ

メパル属
ハダカイワシ類

48.0%

18.9ヽ

13鶴

lα 8比

27%

39.8ヽ

29.7路

9.6“22.9ヽ

29%
29%
29%

29%
20%

371X
8.Sヽ

8.6路

29%

18

7

5

427

318
103 7

69

20%

80.0ヽ
６０

‐

‐

‐

１２

７

１

２

２

１

5.6“

01%
01%
01%
1,1■

0,%
01%
02%
02%
01%

13

3

3

1

53

39

6

1

5

3

■9“

3.6ゝ

06%
01%
05%

00%
2     10%

131

21

57.0ヽ

9研5

1

1

2

6

1

05%
01%
01%
02%

7     30%
06%
01%

2      5謝 0!1%

12     11係sqdds     イカ類                  12 11係
35     1000%      37     1000%     1072    1000%     230   1000%

■ 1972年 遠洋操業 (Kawamura,1973)
*■ 196979年の北大平洋遠洋操業(Kawamura,1982)
**■ 1959-70年 のカリフォルニア沖操業 (Rに e,1977)
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COPEPODA(カ イアシ類 )

内修οて,,/,ヵク,c,sと ,とク●

ネオカラヌス・クリスタタス
′Vθοて,,メβ,vs ρ/V″ε脇

ネオカラヌス・プルムクルス

EUPHAUSIID (オキアミ類 )

fvρ′,,vs′βρ
'0′

及テβ

ツノナシオキアミ

アカ/s,′,οθs,つ た
'犯

男汐θ,

DECAPODA(十脚類 )

♂θ′すθoどθo simitis

キタノサクラエビ

図 72.イ ワシクジラの餌生物のコペポーダ、オキア ミ及びキタノサクラエ ビ。

コペポーダ とオキア ミは根本 (1956)、 キタノサクラエ ビ(サ クラエ ビの近似種 )は 河村 (1970b)、

Omott θι演五(1972)よ り
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δて,ο″だっ亀桐99,デo,s マサバ

/′,ェrぶcv,ノセ
'ρ

Dれ`CuS キュウリエソ

S,′」′′,ορ,″
'"OSttrv,   

マイワシ

fヵすr,フ/′,ンp"たク。    カタクテイワシ

3o■olaもたsat輸 サンマ

て,,oどθ′ο,ど,vs,0ク /θコどク,  降海型イトヨ

δθιβ,ねo■β メバル属

/フアθv′οす′,″″と′
`を'ZO′'V`,    ホツケ

ρ
`,9vJο

ρ9,とβεθ′0`,′′て,力と,′
`/ε

ο′,″  クサカリツボダイ属

『
arteどο′7だれηわ協yfo打  ホクヨウハゲカ

図 73.イ ワシクジラの餌生物としての魚類  (図版は 日本産魚類検索第二版 (2000)よ り以

下の著作者から転載の許諾を受けて掲載 した :マ サバ、降海型イ トヨ、ホクヨウハダカ、メバ

ル属はメバル として中坊徹次氏より、マイワシ、カタクテイワシは青沼佳方氏より、サンマ、

キュウリエンは藍滓正宏氏より、クサカリツボダイ属 (Psθ口どοpθ盟″σθrοδ/′ι・′,pr`′θοttDは ク

サカ リツボダイとして波戸岡清峰氏より)。
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の結果

すでに述べたよ うにイ ワシクジラは、2002年の JARPN Ⅱ本格調査か ら調査姑象に加わ り、

2003年 JARPN Ⅱまでに 89頭が 日本政府の特別許可の下に採集 され、胃内容物を含む詳細な

調査が実施 されている。

2002年 の JARPN Ⅱでは、7月 5日 から9月 7日 までの期間に北太平洋沖合の 8海 区から9

海区 (150Eか ら 170E)に おける北緯 40度 から北緯 45度 までの調査で、39個体のイワシク

ジラが採集 された。 これ らのイフシクジラの胃から確認 された餌生物を表 19に 示 した。

」ARPN Ⅱで確認 された餌生物は、コペポーダ類やオキアミ類に加えて、魚類としてはカタク

チイワシ (Engravオ♂浣ψO盟力〕 やサンマ (Oolo■aわねεβゴ́2)、 マサバ (∂ι・ο盟わθFブβPο盟力Vβl、

ハダカイフシ類が同定され、また頭足類 としてスルメイカ (んと′α′οτ′9s Pαじφfク∫)やテカギイカ

類が同定された (図 74と 図 75)。 さらに、カイアシ類やオキアミ類については、種同定作業

が進められてお り、今後明らかにされる。

表 19。 2002JARPN Ⅱにおいて観察されたイワシクジラの餌種

英 名 学 名

カイアシ類

(COpepods)カ イアシ類の一種*

オキアミ類

(Kr血) オキアミ類の一種*

魚類

(PねCeS) カタクチイワシ*

サンマ*

マサバ

ハダカイワシ類

頭足類

(Cepha10pods) スアレメイカ

テカギイカ類

Japanesc anchow

Pacfね sauy

Chub mackerel

Lantem flsh

′Vθοて,,′,ηをど∫Sp.

βクP力 ,ク∫力 sp.

β′?grrvク胎ブ,Pοηたク∫

(テο′ο′αうね∫α″,

Sて ,ο″う9′ブαr'οカカク∫

Japanese conl:non squid %力 ′οプ¢dP,ε

"σ

ク∫

Hocked squds          ____
*:主要餌生物として記録されたもの
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図 74.2002」ARPN Ⅱで観察されたイワシクジラの餌生物



カ タクチイ フシ (約 1 lcm)

マイ ワシ (約 1 2cm)

マサバ (約 1 7cm)

サ ンマ (約 3 0cm)

図 75。 2003JARPN Ⅱで観察 されたイ ワシクジラの餌生物の一部

表 20に は 2002年か ら 2003年 の 」ARPN Ⅱによつて採集 されたイ ワシクジラの主要餌生物

の緯度帯別の出現数 を示 した。

イワシクジラの餌生物は緯度帯によつて異な り、北側の海域 (北緯 43度 か ら 45度 )ではカ
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イアシ類やオキア ミ類が主要な餌生物であったが、北緯 43度以南の海域では魚類 (特にカタ

クチイ ワシ)も 重要な餌生物 として記録 され、特に 8海 区でその傾向の強いことが示唆 された。

今後の調査が進むにつれてこの点が明 らかにされ るものと期待 され る。

表 20.」 ARPNⅡ におけるイワシクジラの主要餌生物

緯度帯   主要餌生物 2002」 ARPNH 2003」 ARPNH

7海区 8海区 9海区  7海 区 8海区 9海区

43° N-45° N

カイアシ類

オキアミ類

カタクチイワシ

サンマ

空胃

３

　

８

3

40° N-43° N

カイアシ類

オキアミ類

カタクチイワシ

サンマ

空胃

不明

2

33

８

　

８

　

１

　

１

　

２

１

　

１

　

３

12

38° N-40° N

カイアシ類

オキアミ類
カタクチイワシ

サンマ

中冒

２

　
１

１

１

３

４

　

　

６

0      7     32 5 19     26

JARPNⅡ で採集 されたイフシクジラの主要餌生物毎の胃内容物重量を表 21に示 した。

ここでは 1胃 と 2胃 の合計値で示 してある。

胃内容物重量は餌種で異な り、カタクチイ ワシの重量がカイアシ類やオキア ミ類 よりも平均及

び最大で大きい値を示 した。 これが捕獲 したイフシクジラ周辺の餌生物の存在量に因るものな

のか、餌生物の捕 り易 さによるものなのか、また餌生物の消化の し易 さによるものなのかにつ

いては、まだ明 らかになつていないが、同時に実施 されている計量魚探を用いた餌生物調査の

結果 とともに検討することになっている。

また、Tamura and Ohsumi(1999)が用いた 日間摂餌量の推定式を用いると、体重 17ト ン

のイ フシクジラは 1日 に 285～ 588kgの 餌が必要 と試算 され る。

もし、表中の最大重量が満 胃を表 していると仮定す ると、必要な摂餌量を得 るためには、少な
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くとも、カタクチイワシでは 1回 、カイアシ類やオキア ミ類では複数回の摂餌が必要であると

考えられた。

表 21.」 ARPNⅡ におけるイ ワシクジラの主要餌別の胃内容物重量 (1胃 +2胃 )

主要餌生物  N平 均重量 偏差 範 囲

2002年

カイアシ類  11
オキアミ類  16
カタクチイワシ 6
サンマ    1

2003年

カイアシ類  19
オキアミ類   5
カタクチイワシ 14

サンマ    1

258 ± 395

42.0 ± 749

1251 ■ 199,3

29.6

163 」L 160

3,4 ± 44

82.6 ± 138.5

6.2

-  1238 )

- 2808 )

-5127)

-  507  )

-  10.9 )

- 4996 )

001

001

001

001

0.01

0.01

以上のよ うに、イワシクジラの食性 に関す る報告をみてきたが、このような報告は母船式の北

洋捕鯨に強 く依存 している。すなわち、戦後の北洋捕鯨は、 自国の管理のもとで 1951年か ら

開始 され、1950年 代には、主にカムチャンカ周辺海域か らア リューシャン列島周辺海域、ベー

リング海で操業 され、1960年代にはア リューシャン列島の南側海域が加わったが、1971年か

らは IWCの 下で管理 されることにな り、また 1972年には操業の南限が北緯 40度 か ら北緯 20

度まで規制緩和 されて漁場がよ り南方へ と拡大 している。また、1976年 には北太平洋のナガス

クジラとイ ワシクジラが保護資源に分類 され、日本の母船式船団も共同捕鯨 1社の操業 とな り、

北緯 30度 を中心 とした海域で主にニタ リクジラ (と マ ッコウクジラ)を姑象 として操業が続

け られたが、1979年の漁期をもつて北洋捕鯨が終了 している。

これに伴い、1950年代にはカムチャツカ周辺から千島列島及び北海道、三陸沖におけるイワ

シクジラの食性がナガスクジラとともに報告 されてお り、夏季にはカイアシ類の一種 (N

P′口塑あrvθlやオキア ミ類の一種 (2P2o三nca)を 捕食するが、秋季にはこれがスルメイカや

サンマなどに変化 していることが報告されている。また、1950年代後半から 1970年 代までア

リューシャン列島南部で操業が展開され、次第に東部へと拡大 していつた。 この時期の調査で

は、イワシクジラはア リューシャン列島の南西部では主に、N″たサと,ι口Jを、また東南部では

主に 江 P′とど盟ι'′2/Lどどを捕食 し、西側では季節 とともにイカ類やサンマ類を捕食 してお り、特に

北海道から三陸沖では秋にかけてスルメイカやサンマなどの漁場でイワシクジラが発見される
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ようになって、餌生物 もこれ らに変わることが報告 されている。1970年代になると、次第に中

緯度域で操業 され るよ うにな り、北緯 40度付近のイフシクジラの食性が報告 され、特に北緯

40度以南の海域ではカイアシ類やオキア ミ類に加 えて、魚類、特にサバが重要な餌生物である

ことが幸R告 されている。

このよ うな知見に加 えて、近年の JARPN Ⅱでは、イワシクジラの餌生物 としては、カイア

シ類やオキア ミ類に加 えて、カタクチイ ワシなどの魚類の重要性が明 らかにな りつつある。

8.2 ニタ リクジラ

上述 したように、北洋捕鯨は 1970年代の始めか ら南側海域まで操業海域が拡大 し、1976年 に

は保護資源 となった北太平洋のナガスクジラやイフシクジラにかわ り、ニタ リクジラが捕獲対

象 とな り、主に北緯 20度か ら 30度の海域で操業するようにな り、北洋捕鯨操業が終了 した

1979年までニタ リクジラの操業が行われている (Kawamura,1982)。

根本 (1958)に よれば、ニタリクジラ (当 時オガサフラ鯨 と呼ばれていた)は 、1950年 ま

ではイ ワシクジラと混同 して呼ばれていたため、定かではないが、三陸以南の海域で捕獲 され

たイ ワシクジラにはニタリクジラが混 ざっている可能性があ り、ヒゲが粗悪であつたことか ら、

「三角イ ワシ」と呼ばれていた。1955年か らニタリクジラが区別 され るようになって、正確な

情報が入手 され るようになった。

当時のニタ リクジラの捕獲は小笠原周辺海域が中心であったが、夏季の九州や紀州で捕獲 さ

れたイ ワシクジラも本当はニタ リクジラであつた と推定 されている。

(し か しなが ら、冬季の紀州か ら九州にかけての戦前の捕獲は、イ ワシクジラの可能性がある。)

さらに、 ツ連か らもニタ リクジラの捕獲の報告があるが、暖流 (黒潮)が強い時期には北緯

41度付近まで張 り出す ことがあるので、これはおそ らくそれ らの時期に千島列島南部での捕獲

ではないか と推測 され る。

このよ うな暖水性のニタ リクジラは、主にカタクチイ ワシを餌生物 として捕食 してお り、大

島近海では、カタクチイ ワシの漁獲が多い 日にニタ リクジラの捕獲頭数 も多かったことが紹介

されている (根本、1958)。 また、これ らカタクチイワシの胃か らは、暖海産のカラヌス・ ダ

ー ウエイ (a tF27β力うやサフィリナ (Sapphirina ホタル ミジンコ)ユ ウカラヌス (Encalanus)

類が認められた と述べ、サフィリナ科はカツオの餌でもあることか ら、図 76の ような捕食関

係が想定 されている。また、過去に捕獲のあった九州西岸ではマイ ワシを捕食 している可能性

のあることを指摘 している。
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(0.」β″,〃 )

ラヌス・ダーウェイ

θβγJ,οね 。ρ. カタクチイワシ

Sβρρ力irinβ  sρ .

カツオ

ニタリクジラ

図 76.北 洋におけるニタ リクジラに関わる捕食関係 (根 本,1958を 改変 )

また、根本 (1962)は 、ヒゲクジラ類の餌料について レビューを行つてお り、その中でニタ

リクジラについては以下のように取 り纏めている。

北海道・ 三陸沖では、ニタ リクジラは北緯 40度あた りの海域までに分布 し、主にツノナシ

オキア ミ (βこどPβね力 P,θ,4θ,)と カタクチイ ワシ (及 びその稚仔魚 )、 サバ、スルメイカを捕

食 し、特にオキア ミとカタクチイ ワシ及びサバが餌生物 として重要であると述べている。また、

小笠原海域では、試料が少なく、またイ ワシクジラと混同されていた時期の餌試料のみが残つ

てお り、この観察か らイ ワシクジラとニタ リクジラの餌生物は、1948年の試料ではオキア ミ(2

す独れ ,2 rθσェ〃r躍)13例 、カイアシ類 34例 、ヒメユ リハダカ (乃rrθ′′β ,クタんrοθθρねβ力)で

あ り、1951年試料ではオキア ミ (2♂」ip,′ね)、 ヒメユ リハダカ並びにアラハダカ (″/θιοPね V塑

βεpθr口
")で

あつたと報告 し、この ヒメユ リハダカは小型のカイアシ類 (a邊逝 vβ 属や め 盟力σカ

属)を 、またアラハダカは ユ β」ipゴ′たを捕食 していたことか ら、混 じつて捕食 された可能性 も

ある。ニタ リクジラと同定 された個体か らはカイアシ類の報告はないので、これ以外の餌生物

がニタ リクジラの餌の可能があると述べている。また、九州五島列島南側では、ニタリクジラ

はマイフシやカタクテイワシ、マアジ (3種のうち 駒 湧r口∂デψο所″)を捕食し、周年にわ

たってこれらを利用している (根本、1962)。

Kawamura(1982)は 、1969年か ら 1979年の北洋捕鯨におけるニタ リクジラの食性につい

て報告 している。ニタ リクジラが捕獲の姑象 となつたのは、操業海域の南限が緩和 された 1971

年か らで、1976年にはナガスクジラとイ ワシクジラの捕獲禁上により、主要な捕獲対象種 とな

り、1979年の北鯨終了まで続いたが、この間に観察 された餌生物を表 22に示 した。その主な

餌 生物 を図 77に 示 した。 ニ タ リクジ ラの主要餌 生物 は、 ヨコエ ン科 のヤベ ウキエ ン

(ぬncigperria迎カカβr′β)が 55%で 最 も高 く、次いでオキア ミ (2∂デ瘤
=胎

)の 25.2%、

江 dittci■isの 11%の 順で、これ ら3種で 90%以 上を占め、単一の餌種を捕食する傾向がある

と報告 している。
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表 22.商 業捕鯨年代における北太平洋ニタリクジラの餌料 (Kawamura 1982)

学 名 和 名 Notth Pacific*

COPEPODA
′Vθοεβ′β′,1′sθ〆′0と,どと′♂

EUPHAUSIID(オキアミ類 )

f=′ρんβ
`′

slit?ρβOttιβ

fと′ρ力βv罰榜s力,″

`fvρ′,β l′♂′β′θθレ″β

πん/sβ′夕οθsSβ ′ザクθ′廟′S

πん/sβ″οθSSβ 驚 ♂密月9

「
ん/sβ″ο9osβ Sp.

′Vθ′″彦どοoοθ″ζサ汚βう,″

`アカ/sβ′,9ρο」β′力0′ ?βεβ′?ど力β

DECAPODA(+1即類 )

dθttβ oとθs simitis

PISCES(魚 舞:)

Sοο″わθryβρο′,んvs
脇 ク胞″うvsプβρO′

'′

OVS
アβ′′θとο″わθβJ,′βどβ/′Orli

SbR"力ορδ′ηθ′β′
'ο

s,ι

`βρβ′,zβ″′β′βθL″′0″ ,β V々β

fχοοοθとと′oし′0″協 ♂

つθθβρどθ′,s狛力ηす

助 οpθ″′β nimttna

月ζ力わοザ?θs

ツノナシオキアミ

1     0.3%

Ind.

１

８４

‐

‐

５

１

３６

‐

0,3%

25.1%

0.3%

0.3%

1.5%

0.3%

10.8%

0.3%

サクラエビの近似種   1  0.3%

マサパ

キュウリエソ
ホクヨウハダカ
マイワシ
クサビフグ類
イダテントビウオ
ムロアジ属
ヤベウキエソ
魚類の骨

４

４

４

１

１

５

１

１

８

１

1.2%

1.2%

0.3%

0.3%

司.5%

0.3%

0.3%

55,1%

0.3%

334   100.0%
■1969-79年の北太平洋遠洋操業(Kawamura,1982)
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助″叡′θ筋歩βt鵡ぶa ヤベウキエソ

″β′夕zβ′滋′βθレ′′o″,β と々′β クサビフグ類

dて,ο″わθ/ノβρO′夕んμO   マサバ

ノ,′βと′′οルクoノβρOβん,s  キュウリエソ

図 77.司 ヒ太平洋におけるニタ リクジラの餌生物 としての魚類  (図 版は 日本産魚類検索第二

版 (2000)よ り以下の著作者か ら転載の許諾 を受けて掲載 した :ヤベ ウキエ ン、キュウリエ ツ

は藍澤正宏氏より、マサバは中坊徹次氏 より、クサ ビフグ類はクサ ビフグとして波戸岡清峰氏

よ り)。

cアぬ2W〃 での結果

2000年 か ら開始 された JARPN Ⅱはクジラを頂点 とする海洋生態系の調査 として、ニタ リクジ

ラを調査対象に加 えて調査を実施 してお り、前述 したイ フシクジラと同様に詳細な生物調査が

実施 されている。

2000年 か ら 2001年 は北部 日本の沖合域である 7海区 (北緯 35度以北、東経 143度 か ら東

経 150度 )で、また 2002年 か ら 2003年 までは 7海 区か ら 9海区までの海域 (東経 143度か

ら東経 170度 )で、合計 198頭が採集 されている。

表 23に 2000年か ら 2002年 の 3年 間の 5月 か ら8月 に実施 された 」ARPN Ⅱでニタ リクジ

ラの胃内容物か ら同定 された餌生物を示 した。 これ らの 」ARPN Ⅱで確認 された餌生物は、オ
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キアミ類 3種 (2,p力βぉ力P,,4θβ,2β」i盟夕」θβ,「hysattOθε∂βれsp′盟β″)に加えて、魚類 とし

てはカタクチイワシ (どηgrαク胎ブαど″οηゴC″∫)やマサバ (ぎて,οヵ,う 9′ JiαPοηた″d)、 ホシフグ (И′ο′力/οη

ガV盟″9カ′クη)、 オアカムロ (Dθて,,PιθFV∂ ι
'わ

り、 トドハダカ (Dれpカクdr力 9サ,)、 ホクョウハダカ

(T,ガすοヵ″αη′αチαノ′Or,)、 ヤパウキエツ (跨ηεを″crガ,力滅うα′力)、 アジ科魚類などが同定され

ている。この内、主要餌生物はオキアミ3種 と、カタクチイワシ、マサバであった。

表 23.2000-2003年 」ARPN Ⅱにおいて観察 されたニタリクジラの餌種

和 名 英 名 学 名

オキアミ類

魚類

ツノナシオキアミ*

オキアミ類*

オキアミ類*

カタクチイワシ*

マサバ*

ホシフグ

オアカムロ

トドハダカ

ホクヨウハグカ

ヤベウキエツ

アジ科魚類

」apanese anchow

Chub mackerel

Lantern ish

Lantern ish

gonostomatid ish

jacks(Carangidac)

βど′ρ力βusiar″ βて,JiJσて,β

βど′P力β′湿鬱 sinilis

T力/♂βJクοθ♂Jβ ′力∫r,′′ユβ惚

ど,っgrrvク′isブ,Pο力た″∫

∫て,ο″う?′ブα′夕οηたク∫

И′ο′力′οηガ″ИttηT?η″″?

D?て ,α
P'おθ′クs′αう′

Dテ響タカ
"∫

チカιrα

Tα′″rο″b9αヵ力 ′ことノ′Ori

乃κをクθ″,i`vヵ デ″bαrカ

*:主要餌生物
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Ｐ
卜
∞

Lengll:2-3cm

カタクチイワシ

Lengthi 5-7cm

曾

マサバ

図 78.2002」ARPN Ⅱで観察されたニタリクジラの餌生物



表 24に は 2002年か ら 2003年の JARPN Ⅱによって採集 されたニタ リクジラの主要餌生物

の緯度帯別の出現数 を示 した。

ニタ リクジラの餌生物は、時期によって異な り、早い時期 (5月 か ら 7月 )に は主にオキア

ミを捕食 しているが、夏 (8月 か ら 9月 )に なるとカタクチイ ワシを捕食 してお り、これは特

に 8海 区で顕著であったが、 7海区においてもその傾向があ り、今後 9海 区とともに明 らかに

され るもの と期待 される。

表 24.2000‐ 2003年 JARPN Ⅱにおけるニタリクジラの主要餌生物

緯度帯 主二要θ河生物 2000」 ARPN肛

(l Aug-9 Sep)

2001JARPN I

(2 May-13」 uly)

2002」 ARPN江

(27」 uly-31 Aug)

2003」 ARPN狂

(18 May-16」 uly)

7海区 7海区   7海 区 8海区 9海区 7海区 3海区 9海区

40° N-43° N

カタクチイワシ

オキアミ

空胃

不明

7

3

6

38° N-40° N

カタクテイヮシ

マサバ

オキアミ

空胃

不明

10 2

1

２４

２

９

2     6     7

3

13

1

35° N-38° N

カタクチイヮシ

オキアミ

空胃

不明

0

8

4

2

16

2

3

6

5

４

　

４4

43 50 3    35    7     20    14    9

」ARPN Ⅱで採集 されたニタ リクジラの主要餌生物毎の胃内容物重量を表 25に示 した。

ここでは 1胃 と 2胃 の合計値で示 してある。

ニタ リクジラと同様に胃内容物重量は餌種で異なってお り、カタクチイ ワシの重量がオキア

ミ類 よ りも平均及び最大で大きかった。 この違いには、周辺の餌生物の存在量、餌生物の捕 り

易 さ、または餌生物の消化の し易 さなどの要因が考 えられ、今後の計量魚探を用いた餌生物調

査の結果 とともに検討する予定である。

また、Tamura and Ohsumi(1999)が用いた 日間摂餌量の推定式を用いると、体重 16ト
ンのイ ワシクジラは 1日 に 277～ 565kgの 餌が必要 と試算 され る。

もし、表中の最大重量が満 胃を表 していると仮定す ると、必要な摂餌量を得るためには、少
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なくとも、カタクチイワシでは 1回、オキアミ類では複数回の摂餌が必要であると考えられた。

表 25。 JARPN Ⅱにおけるニタリクジラの主要餌別の胃内容物重量 (1胃 +2胃 )

主要餌生物  N平 均重量  標準偏差 範囲

2000年

オキアミ類  6
カタクチイワシ 17

2001年

オキアミ類  32
カタクチイワシ 2
マサバ    1

2002年

カタクチイワシ 44

20034手

オキアミ類  29
カタクチイワシ 11

90.6 圭 960    (  0.01  - 367.3 )

50.9 ± 55.6

236.3 と 169,0

36.8 ± 52.2

149

561

39.6 ± 698

717 ± 62.8

(   0.01  -  149.6 )

(   3.3  - 581.9 )

(  001 -

(   6.1  -

(  0.01  - 268.8 )

(   001  -  196.9 )

ニタリクジラの餌生物は、古くからカタクチイワシなどイフシ類が主要な餌生物であり、今

もこれは続いている。このょうな表層群集性魚類は大きな周期で資源量の族幅があり、魚種交

代を呼ばれているが、そ ういつた意味では現在はカタクチイフシが全盛期になる。 ミンククジ

ラではその よ うな魚種交代 に も柔軟 に対応 して餌生物 を変 えるこ とが報告 され てお り

(Kasamatsu and Tanaka,1992;Tamura and Fuiise,2002)、 このような変化にニタリクジラ

が どの様 に対応す るのか興味あるところである。 また、商業捕鯨時代 にはヤベ ウキエ ン

(ラ
/iヵ

鋭繁9′ガαη肋うαガα)が大きな割合を占めているが、現在の JARPN Ⅱではほとんど確認 さ

れていない。これは商業捕鯨時の操業海域 (主 に北緯 30度付近)と 」ARPN Ⅱの調査海域 (北

緯 35度以北)の違いが反映されていると考えられるが、ニタリクジラも海域によつて餌生物

を変えていることから、その環境適応性を調べる意味からも、今後の情報が有用である。
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9。 その他 (寄 生虫・汚 染 )

9.1.寄 生 虫

表 26に 、北西太平洋のイフシクジラとニタリクジラにおいてこれまでに確認されている寄生

虫及び着生生物の一覧を示 した。 これ らの生物は JARPN Ⅱで採集 した個体からも確認されて

いる。

表 26.北 西太平洋のイワシクジラ及びニタ リクジラでこれまでに観察 されている寄生虫と着

生生物

種 名 和名   寄生/着生

イワシクジラ

条虫

線虫

鈎頭虫

カイアシ類

カイアシ類

蔓脚類

蔓脚類

蔓脚類

3ittO騨,ορο瘤0わβ/βθヵορとθ′βθ

洒ヵisakis s,抑 eχ

βο/だ ,っoο″,Sp

Halpacticoida fam.gen sp

F'9,,9/′,わ,/,θ′,9ρとθ′β

θοヵσ力ο
`ノ

9′″βし′′′ξ
'ど

と′刀タ

/θ ,οた,β/β′,vs ξ/ο,ι″力
`

θο′οヵと′/β ′θg′″βθ

スジエボシ

エボシフジツボ

ヒラタオニフジツボ

寄生

寄生

寄生

不明

寄生

着生

着生

着生

ニタIJクジラ

条虫

条虫

線虫

鈎頭虫

カイアシ類

カイアシ類

蔓脚類

蔓脚類

蔓脚類

魚類

3 軒ヽ0ぃ,ορο′VO協おe,9ρとθ′♂θ

アθど′,と ,οど力rium cf.ガ肋た

ッ4,Isakis,impiex

βο/だ ,ο,ο′″,早

Halpacticoida fam gen sp

ρθ,βθ/′,わβ/,θ ,ορとθ′β

Oο,θんο」θ′″,,v′′とク′″

θο,て,力ο」θ′″ρ 1/′′ξ,ど,″

χθ,οわ,/,,クθξ/οうbヵメ,ζ

θ/β″クoて,,どOJO,'`

鯨複殖門条虫

ミミエボシ

スジエボシ

エボシフジツボ

オオコバン

生

生

生

生

明

生

生

生

生

生

寄

寄

寄

寄

不

寄

着

着

着

着

倉持 (未発表)よ り

表 27に 2002年 及び 2003年 JARPN Ⅱで採集 したイフシクジラとニタリクジラの体表

や内臓で観察された寄生虫の種類 とその寄生率を示 した。

エボシフジツボ /θ′20わβ′β盟口∂♂′οわ
=cゎ=を

三s(Cirripedia)は 、両種で比較的高い寄生率 (イ ワ

シクジラで 46‐ 59%、 ニタリクジラで 64‐ 67%)を示 した。また、条虫の一種 (σθJιοtF,sp.)

とクジラヒジキムシ′θ盟盟θ′′ゼ″わβ力θ′20pιθr,θ (Copepoda)、 及び鈎頭虫の一種(∂ο′わο∂οヵ2 Sp.)

は、両鯨種で寄生率が異な り,条 虫はイフシクジラで高い寄生率を示 したのに対 して、クジラ
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ヒジキムシと鈎頭虫はニタリクジラで比較的高い寄生率を示 した。また、アニサキス И盟た,ォis

simp■ex(Nematoda)は 、調査年で寄生率が異なつていた。また、吸虫の一種 Lθて,」
ittο♂θF塑口d

go■ia励 (TrematOda)は 両種でほとん ど寄生 していなかった。イ ワシクジラとニタ リクジラに共

通に認め られたエボシフジツボの高い寄生率 と吸虫の一種の低い寄生率は、同 じ JARPN Ⅱで

調査 しているミンククジラのそれ とはまった く逆の結果であつた。鯨種間によって寄生種や寄

生率が異な り、また季節によっても変動 していることか ら、今後、これ ら鯨類の生息環境や餌

生物種な どとともに検討する必要がある。

表 27.2002年 及び 2003年 JARPN Ⅱのイワシクジラ及びニタリクジラで観察された寄生虫

とその寄生率

イワシクジラ ニタリクジラ

2002年  観察数  2003年 観察数  2002年  観察数  2003年 観察数
エボシフジツボ
ん ,ο肋み,と′d妙 わたと
(Ciripedia)

条虫の一種

Cesもoda spp

クジラヒジキムシ

ρθ″′,θ′/β た,β′βθ,ορどθttθ

(Copepoda)

鈎頭 虫の一種

βο/わοsο″,sp.

アニサキス

ガ,isakis simptex

(Nematoda)

吸虫の一種

とθθ〃%Jθε″クoすo′,とカ

(TrematOda)
0%     37 0%     47

59X    39     46%    50 67X    49     64X    50

38X     39     35X     49 1391     45 14%     50

15%     39 16%     50 38%    50     36%    50

10%     39 60拓     49 33X

32%

0%

18%     50

13%     39     55%     49 8%     50

0%

４

　

　

　

５

　

　

　

４ 50

小西(未発表)より
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エボシフジツボ γθ′,οbβ′β
"体

ゴobiCipttζ )

ニタリクジラ(00NP― B011)の 尾鰭より

条虫の一種ψ
“

とつてy,spp)

イヴンクジラ(03NP―SE046)の小腸よ

クジラヒジキムシ

(Pθ′,′,θ′′βうβttθックορどθ瘤)

イワシクジラ(02NP―SE014)の 体表より

鉤頭虫類の一種 Oο′わοsο″,,Sp.)

イワンクジラ(02NP―SE019)の 1ヽ腸より

アニサキス rャ4棘翔佑 simp!猷)

イワンクジラ(03NP―B021)の 胃より

図 79。 JARPN Ⅱで観察 されたイワシクジラとニタリクジラの主な寄生虫
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9.2.汚 染物質

表 28にイワシクジラとニタリクジラの筋肉中の総水銀及び脂皮中の PCB濃度を示した。一

般に両種の水銀及び PCBsの 汚染物質濃度は低く、厚生労働省が公表している水銀及び PCBs
の暫定的規制値 (総水銀で 0。 4ppm、 PCBsで 0。5pp五)を下回つていた。

表 28.2000年 か ら 2003年 JARPN Ⅱのイ ワシクジラ及びニタ リクジラの筋肉中の総水銀濃

度 (μ g/g,ppm)と 脂皮 中の PCBs濃度 (μ g/g,ppm)

鯨種   調査年 水銀 (筋肉)

(μg/8‐Weり

PCBs(月旨皮 )

(μg/8‐ Wet)

イワシクジラ  2002 0.05

0.02-0.08

39

0.09*

0.04-0。 25

5

平均

範囲  (

個体数

)(

2003 平均

範囲  (

個体教

0.05

0.01 -0。 14

50

0.07*

0.01--0。 28

50

)( )

ニタリクジラ   2000 平均           0,05

範囲  ( 0.004-0.10 )(

個体教      43

0。 14**

0.03-0。 47

28

)

2001 平均      0.04

範囲  ( 0.004-0。 12 )(

個体数      50

0。23**

0.07--0.39

4

2002 均
　
囲

平
　
範

0.05

0.01-0.08

50

0.08*

0.05-0.11

5

( )(

個体数

2003 平均

範囲  (

個体数

0.04

0.02-0.07

50

0,09*

0.06-0。 11

5

)(

*:(財 )日 本鯨類研究所が(財)日 本食品分析センターに依頼した分析値
(第 102110873;H14.H.29,第 103082690,H15.9.9;第 103100844;H15,10.31)
**: 愛媛大学沿岸環境科学研究センター田辺研究室による分析値。
無印:(財 )日 本鯨類研究所による分析値。
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10.最 後 に

以上述べたように、イワシクジラとニタ リクジラは数奇な運命 をた どって、現在に至っている。

元々は、「ニタ リクジラ」が “イワシクジラ"と 呼ばれるべきものであったが、当時の研究の遅

れか ら、“らしいクジラ"が 「イワシクジラ」 と呼ばれ、“正統なイ ワシクジラ"が本名 を失っ

て “ナガスクジラに似た り"と して 「ニタリクジラ」 と呼ばれていることはすでに述べた。提

唱者 も 「にた り」 とい う名前にはあま り納得 していないが、そのまま呼称 されつづけている。

近年 これを 「カツオクジラ」などのもつ と適 当な名称にかえようとの意見 も出ている。

正統イ ワシクジラ (ニ タ リクジラ)は、大きな頭 と大きな前半身 (上 半身 とい うべきか)を

して、畝 も長 く、頭部には特徴的な 3本 の稜線 (リ ンジ)を もち、また脳 (の 相封重量)も 大

きいな ど、イ ワシクジラに比べて勝 るところ大である。また、暖かい水域に分布 して、主にオ

キア ミや盛夏にはカタクチイ ワシを多量に捕食 している。また、 日本近海ではカタクチイワシ

の豊凶にも関与 し、カツオの漁場 も教えてくれ るなど、 ヒ トヘの貢献 も大きい。

一方、イ ワシクジラはニタ リクジラに比べて、下半身 (後 半身)美人で、美味な肉類 を豊富

に保 ち、ア リューシャン列島周辺か ら南の俗にい う北洋の冷たい水塊を泳ぎまわ り、カイアシ

類やオキア ミ類な どの動物プランク トンか ら、サンマやカタクチイ ワシな どの魚類、更にスル

メイカな どの頭足類までも食べている。

イ フシクジラとニタリクジラは、大村秀雄博士 らによる研究まで、我が国では両種は区別 さ

れずに同一視 されていた。 しか しなが ら、本書で示 したように、両種の間には生息域や上顎上

部の稜線、背鰭の形状のみな らず、食性や繁殖サイクルなど特徴的な違いがいくつ もあること

は明白である。

2000年 か ら開始 された 」ARPN Ⅱは、 2年 間の予備調査を経て、2002年 か ら本格調査に移

行 して、ニタ リクジラとイフシクジラの両種を調査対象 としている。 このため、両種を同時に

比較す ることが可能にな り、現在外部形態やその他の生物学的観察結果の比較、生物学的特性

値、 さらにはDNAや 汚染の蓄積度合、寄生虫 といった多 くの分野の調査が進め られている。

」ARPN Ⅱはその調査 目的のひ とつに摂餌生態を掲げてお り、今後、両種の食性が さらに明 らか

になるが、それ とともに、上述 したよ うに多分野か らみた両鯨種間の違いが さらに鮮明にされ

てい くもの と期待 されている。

本書が野外での鯨類調査や室内での解析の際に役立ち、一般の鯨類研究にも活用 され ること

を祈念す るとともに、その源 となつた 」ARPN Ⅱか らさらに多 くの知見が得 られ、世界に提供

され ることを祈念 したい。

11 謝辞

本書を作成するにあたり多くの方々のご協力並びにご助力を賜つた。特に、吉田崇氏 (共 同船

舶株式会社)に は、」ARPN並 びに JARPN Ⅱにおける本種の発見情報の取 り纏めで多大な貢献

を頂いた。また、汚染物質の共同研究者である田辺信介博士 (愛媛大学沿岸環境科学研究セン

ター)か らは汚染物質の分析値の一部を、また共同研究者である倉持利明博士 (国 立科学博物

館)か らは寄生虫に関する情報の提供を受けた。 ここにお礼申し上げる。

156



また、イワシクジラ≧ニタ リクジラの餌生物 としての魚類の図版は、主に 日本産魚類検索全

種の同定第二版 (2000)よ り著者の方々及び東海大学出版会か らのご好意 とご許諾の下に掲載

することができた。ここに中坊徹次博士 (京都大学総合博物館 )、 青沼佳方博士 (独立行政法人

水産総合研究センター西海区水産研究所東 シナ海漁業資源部 )、 藍澤正宏博士 (千葉県立中央博

物館分館 一海の博物館 )、 波戸岡清峰博士 (大 阪市立 自然史博物館 )、 細谷和海博士 (近畿大学

農学部)の各氏並びに東海大学出版会の関係者の方々に厚 くお礼申し上げる。

さらに、大隅清治博士 (財団法人 日本鯨類研究所)及び畑中寛博士 (財団法人 日本鯨類研究

所)には本書を作成するにあた り有形無形のご助言 と出版の許可を賜つた。 また、加藤秀弘博

士 (独立行政法人水産総合研究セ ンター遠洋水産研究所外洋資源部鯨類生態研究室 )、 並びに森

下丈二課長補佐 (水産庁資源管理部遠洋課捕鯨班)に は有益なご助言を賜 った。 ここに厚 くお

礼申し上げる。

また、次の関係者の方々にもここで名前を列記 して深謝する。遠山大介氏 (共 同船舶株式会

社 )、 奥海 良悦氏 (元 共同船舶株式会社 )、 大沢敏樹氏 (共同船舶株式会社 )、 吉村清和氏 (共同

船舶株式会社 )、 2000年 」ARPN Ⅱか ら 2003年 JARPN Ⅱの調査母船 日新丸の生物調査部及び

副産物製造部 を始め として調査に参加 下 さった方々並びに財団法人 日本鯨類研究所 の同僚の

方々。

12.参 考文献

Allen,K.R,1980。 “aο盟♂θr7βしiOn,盟 と′』Z吻4βすθttθttι OF Ⅳhβ′θゴ'.UniЧ  OfヽVashington Press,

Seattle.

Andrews,R.C.1916.The sei whale(β β′,θ′20pサθrβ わθrθθねむLesson),history,habits,external

anatomy,osteology and relationship.プ ツZ盟 .И塑.″こど♂.A「ゼ,ι.〃Ji9▲ ハ砂
"/Se望

_1:291-388.

P.B.Best.1960.Further infOrmation on Bryde's whale(】 β力θttο pサθrβ θどθttrAnderson)from

Saldanha Bay,SOuth Africa.Ⅳ οr∂々〃7β′Fセ2辺♂∂ι
~互町江 49(5):201‐ 215.

Best,ユ B,1961.(津 守貞子訳)南 アフ リカのサル ナ ダ湾 にお け るニ タ リ鯨 について ,鯨研通信

■ 5号 pp9‐ 15(原 著は Best,ユ B。 1960)

Best,P.B。 1975.WStatus of Bryde's whale(β β′ゼ2θttοPιθrβ θて了θ澱ゴor a br/て′θ′)W.(FAD Advisory

Committee on Marine Resources Research,Mattne Mammal Symposium).

Bestぅ P.B。 1977.Two al10patic Forms Of Bryde's whale off South Africa ttθ P.」 iど2∴ ″′ど,ユ

σO塑′盟盟.(Spec.Issue l):10‐ 34.

Cunll■ings,輛 LC.1985.Bryde's whale ββ′βθttοPιθr,θて′θttrAnderson,1878,乃 丁〃β盟どうοθたοF

ルねrinθ 〃と2塑盟,ノ♂(edit by S.H.Ridgway and SoR.Harrison)Volume3:The Sirenians

and Baleen whales.362pp.AcadeH五c Press,London。 137‐ 154.

Doi,T.,Nemoto,T.and OhsuHli,S.1967.Third memoranduni on results of」 apanese stock

assessment of whales in the North Pacinc.Я θp.,力 , N βゝユσο塑れヵ.17:89‐ 92.

土井長 之 .1978.鯨 の体重所論 .′鯨研通 だ 318号 .pp57-64

土井長 之。1979.鯨の体重所論 (続 ).′練研 通 だ 323号 .pp9‐ 12

157



Fujino,K. 1955.On the body weight of the sei whales located in the ad,aCent waters of

」apan(II).Sci.月θP, ラフ駒β′θε ttθ s,/盟 s洗 ,10:133‐ 142.

Gambell, R. 1968. Seasonal cycles and reproduction in sei whales of the Southern

Hemisphere.Di∂と,.月θP.35:31‐ 134.

Gambell,R.1985,Sei、 vhale Zテβ′βθ,οpサera bOrθセ21三s Lesson, 1828.′ねr Fr,盟 てPゎ。。′。Fttrinθ

陽 ィ,加βる (edit by S,H.Ridgway and S.R.Harrison)Volume3: The Sirenians and

Baleen whales.362pp.AcadeHlic Press,London.155‐ 170。

Holt, 1980。 Natural ttnortahty in S.HeHlisphere Bryde's whales.月 θP,′ ,チ ″ねゼ2工 σο理塑′2.

30:70

Horwood」 .WL 1980.Population biology and stock assessment of Southern He■ lisphere sei

whales.■θpタ カサ.豚′を,ユ 勧 加盟盟.30:519‐ 530.

Horwood J.耶 1 1987.7ねθきdNヽ β
=er′

。P′′βサ′ο盟 わ′ο」9到好βて,ο′ο♂/t● コツ物盟,ξθttθ盟浅 CrOOm

Helm,New York.pp375.

Ivashin,WE.V,Popov,L.A.and Tsapko,A.S.1972.""WEorskie W[lekopl‐ tayushie''.Pischevaya

Promychlennosk,Mosco、監

IWC,1976.Report of the Scientinc ComHlittee.IWC/27/4.ppl‐ 17.

IWC, 1977.Report of the specialュ meeting of the scientiac conlュ nittee on sei and Brydets

whales.月θp.力ι,"駒β工 Con“′″,(Spec.Issue I):1‐ 9.

IWC, 1980。 Report of the Scientinc Conllnittee on sei and Brydets whalesi ttθ p.i滋サ. 〃′!aユ

θο
"′

η19.30142‐ 137.

IWC,1988.Report ofthe Sub‐ Conlュnittee on Other BaleenヽVhales.Annex G ofthe Report of

the Scientiac Conll.ittee,■ θp.丁盟沈 /′どゼ,五 σο盟′盟盟,38:96‐ 108.

IWC,1996。 Report of the Sub‐ Conllnittee on North Pacinc Bryde's whales,Annex G ofthe

Report of the Scientinc CoHHnittee,■ θP,′′2と, 陽 工θο盟塑盟.46:147‐ 159.

IWC,1997.Report of the Sub‐ Conlinittee on North Paciac Brydeis whales.Annex G ofthe

Report of the Scientiac Conlュnittee,月 θP,′盟洗 Ⅳha■ θο知加盟.47:163‐ 168.

笠原 異 1950,日 本近海 の捕鯨 業 とそ の資源 。日本水産株 式会社研 究所報告 4:1‐ 103+付 図 51.

笠松 不 二男・宮 下富夫 .1991.′練 と″/ノ″ジクの ノィー/″ れガ7A東 京 大学 出版 会 。東京 .148pp.

Kasamatsu,ユ and Tanaka,S.1992.Annual changes in prey species of H五nke whales taken

off」 apan 1948‐ 87.ハ1カρο盟∂こど′∂βtt θβ′そβ′∂′ど工58:637‐651.

粕谷俊雄・山田 格.1995。 日本鯨類目録.′鯨研叢きNo.7.財団法人日本鯨類研究所。90pp.

Kato, H. and Yoshioka, M. 1993. Biological parameters and their areal and temporal

variations of Bryde's whales in the North Paciac, with special reFerence to stock

identincation,sC/45/08.

Kato,1肛 .and Yoshioka,M. 1995.Biological parameters and morphology of Bryde's whales

in the western North Paciic,with special reference to stock identiacation.SC/47/NPll

18pp.

Kato,H.,Shinohara,E.,Kishiro,T.and Noji,S.1996.Distttbution of Bryde's whales off

158



Kochi,Southwest Japan,from the 1994/95 sighting survey,■ θp.」 i:2洗 N βゝ′σο′盟塑瑠,46:

429‐ 436.

加藤秀弘。1990.ヒ ゲクジラの生活史、特に南極海 ミンククジラについて,Pp128‐ 150,宮崎

信之・粕谷俊雄編`〃のげ晃泰1サイエンティス ト社・ 東京 .300pp:

加藤秀弘.1991.鯨 類における生物学的特性値の密度依存的変化.(桜本和美・加藤秀弘・ 田

中昌一編) ′諒類資源 の研究 とき理、恒星社厚生閣.東京 .273pp.pp.87‐ 103.

加藤秀弘.2000。 ニタノクノラの庫然誌、平凡社 .東京 .308pp.

河村章人 .1970a.ク ジラは餌を吐 くか―第 18久 北鯨において各社捕鯨船によって観察 された

結果について .′錬研通だ 225号 : 1‐ 7.

河 村 章 人 .1970b.北 鯨 でみ られ た めず ら しい ヒゲ クジ ラの餌 料 ― Settδιθ♂ dカガ衡

Hansen:サ クラエ ビの近似種について (予報 ).夕鯨研通存 231号 : 1‐ 7.

Ka、vamura,A.1973.Food and feeding ofsei whale caught in the waters south of 40N in the

North Pacifico Sci.月 θp./′!β′θd ttθ∂.んどι.,Tοオ/ο。25:219‐ 236.

Kawamura,A.1980.A review offoOd Of β,′,θ′20pιθ′′どwhales.Sci.■θP,″勢α′θθ ttθβ.力汚▲,

Tοそ/0,32:155-197.

Ka、vamura,A.1982.Food habits and prey distribution ofthree rorqual species in the North

Paciac oceano Sci,■ θP.″′:β′θ∂月θβ,hsι.,Tοオ/ο.34:59‐ 61.

Kishiro, T., Kato, H., Miyashita; T, Ish五, I。 , Nakaiima, T.and ShinOhara, E.1997.

Abundance of Bryde's whales off Kochi, estiュnated fron the 1994/95 and 1995/96

sighting surveys.月θP,ど澱洗 評hβtt COヵ阿盟47:575‐ 581.

久保 田正 。河村章人 .1972.南氷洋産イ フシ クジラ と熱 帯太平洋産 カ ツオが捕食 していた ウキ

エ ツ属 (Ⅵnciguerria)の 2種 につ いて。鯨研 通 宕 250号 : 43‐47.

楠 瀬和男・ 宮脇末治 .北洋捕鯨 見聞記 ―捕鯨 再 開へ の祈 り.(株 )水産社 .東京 ,304pp.

Laws,R.WE.1959.The foetal growth rates Of whales with special reference to the an whale,

】2′,θ ttοP′θrβ physa′ pβ Linn.Disι ο7θr/■θp.291281‐ 308.

Leatherw00d,S.,Caldwell,D.K.and Winn,H.E.1976.″ ねaプθβ,♂οゎねゴカ∂,盟どPοィPοおθ♂οF

ι′をθ vθ∂ιθr盟 ハ砂 ιねИ″2盟サ」iθ,ィ4♂uideヵ ιねθゴ́ idenしiacatiOn,NOAA Tech.Rep.NMFS

Circ.396.

Lockyer, C. 1974. Investigation of the ear plug of the sOuthern sei whale, Ba′ βθttοP′θra

わοrθβオ島 as a vahd means of determining age.,Co4δ .力洗釣 イο二塑θ■ 36(1):71‐ 81.

Lockyer, C. 1976. Gro、 vth and energy budgets of large marine baleen whales for the

Southern Hemisphere,ACヽ 1:RR/Mヽ1/SC/41

Lockyett C.1977.8ome estimates Of grOwth in the sei whale,ど ,β力θttοP′θrβ わοrθβオ♂。■θP,

Ji′Pι.'フ勢β工σり河瘤盟(Spec.Issue l):58‐ 62.

LockyeL C.1984.Review of baleen whale(Mysticeti)reprOduction and imphcations for

management.月 θP.れι,,切%五 σοュ″
“

盟(Spec.Issue 6):27‐ 50.

W【ackintosh,N.A.1965.7ねθじサοじたοF″力2′θ∂ Fishing News(Books)Ltd。 ,London,ppl‐ 232.

正木康昭 .1975.北 太平洋産ニ タ リクジ ラの系統群判別 の試み .鯨研 通 だ 288号。pp61‐66.

159



Masaki,Чl 1976.Biological studies on the North Pacinc sei whale.】己 _Far∂θβd Fish.=θ d.

Lゼ″わ.14:1‐ 104.

正木康 昭 .1976.南 氷洋母船式捕鯨 で捕獲 され たニ タ リクジラ .′練研 通 だ 301号 .pp69‐ 73.

Attasaki,Wl 1977.The separation of the stock units of sei whales in the North Paciac.月 θP,

力ι.Z脇五 Comttp r∂ど,θaるβ口θ′ノr71‐ 79.

WIasaki,Yl 1978.Yearly changes in the biological parameters of the Antarctic sei whale.

■9p.=盟ι. ″′!β工 θο塑
=盟
コ28:421‐ 429.

松浦義雄 .1935.鰍 クジラの生殖に就いて。植物及動修 3(5):■ 5‐ ■ 8.

Matthews,L.H。 1938.The sei whale,D力 θ′20P′θrβ わοrθ,力む.Disじ,■θP,17:183‐ 290.

Miyashita,T.,Kato,H。 ,VIatsuoka,K.,Hakamada,T.,Nishiwaki,S,and Ohsumi,S.2002.

Abundance and biomass of mttor Cetaceans occurring in the western North Paciac

particularly in sub‐ areas 7,8 and 9 and biological aspects of cetacean species to be

sampled by JARPN Ⅱ.Appendix l of SC/54/4. pp.46‐ 66。

Cヽizue,K.and Jinbo,H。  1950。 Statistics study of fetuses of、 vhales,Sd_月 θp. 圧′,β′θε Яθど,

/盟ει.,3:119‐ 131.

中坊徹次 (編 ).2000.厚本磨漁鶏
=ノ

″~ニムだの屈だ一.東海大学出版会.東京 .

lvi+1748pp.

長澤和也 。1999.日 本 にお ける寄生 虫学 の研 究 6‐H分 類・形態・寄生 虫相 ,12.寄 生性 甲殻類 (大

鶴 正満・ 亀谷  了・林  滋 生編 ),163‐ 168,日 黒寄生 虫館 ,東京

Nasu, K. and WEasaki,M. 1970, Some biological parameters for stock assessment of the

Antarctic sei whale,Sci_月 θP,Whβ′θo月θs,r盟♂▲,T。ォ/。.22:63‐ 74.

根本敬 久 .1954.イ フシ鯨 の回遊 につ いて .′俵研 通 だ 38号 .ppl‐ 6.

根本敬 久 。1956.北太平洋 の ヒゲ鯨 の餌料 につ いて ,′練研通 存 60号 : 1‐ 8.

根本敬 久 。 1958.鯨 の餌 と回遊 .鯨研 通 存 82号 : 1‐ 12.

Nemoto, T. 1959. Food of baleen whales with reference to whale movements. Scと ,■θP,

力物′′θε ttθJ.力
“

ι.,Tοそ/ο,14:149‐ 291.

根本敬 久 。 1962.ひ げ鯨類 の餌料 .鯨研 叢 多 No.4.日 本鯨類研 究所。136pp.

Nemoto, T. and Kawamura, A. 1977. Characteristics of food habits and distribution of

baleen whales with special reference to the abundance of North Paciac sei and Bryde's

whales.月θP,れι″′!,■ σο′盟盟盟(Spec.Issue l):80‐ 87.

西脇 昌治 。 1965.鯨類 ・鰭脚 類 。東京 大学 出版 会 ,東京 .439pp.

Nishiwaki,M.,Hibiya,T.and Kimura,S.1954.On the sexual maturity of the sei whale of

the Bonin waters,Sci_月θp.″′ど,′θε ttθ∂.力汚ι.ァ 的り ,8:165‐ 77.

Nishiwaki,WI. 1972.General biology.ねメ “協 塑節β′♂οF ιねθ∂θβr」%。′9ど勢′,コτF Medicin♂ '

(Edit.by S.H.Ridgway),pp.3‐ 204.Thomas,Springheld,Ininois.

OhsuH五 ,S,1966 A1lomorphosis between body length at sexual maturity and body length

at birth in cetacean.テ Лわ
=盟

理.∂οι,cアと,P,盟 ,3(1):3‐ 7.

大隅清治。1974.[Ⅱ 〕鯨類資源.主要遠洋漁業資源.水産庁研究開発部 昭和 49年 3月

160



OhsuHli,S.1977a.Bryde's whales in the pelagic whaling ground of the North Paciac.』θP,

力 ι.厖 物 工 命 河 加 盟 r∂Pθ θ,r∂spθ ′ノ■ 40‐ 150.

OhsuHli,S.1977b.Further assessment of pOpulation of Bryde's whales in the North Paciac.

月θP,ユ盟洗 膠′2,工 θο塑塑盟.27:156‐ 160.

Ohsumi, S. 1979. Interspecies relationships among sOme biological parameters in

cetaceans and estiination of the natural mortality coefficient of the SOuthern

He■lisphere ininke whale.月θp.,′2▲ Ⅳh,工 てアο婢ュ盟19.29:397‐ 406.

大隅清治 .1980.鯨 類 の学名 の意味 .′蘇研 通 だ 386号 .pp41‐ 44

0hsuH五 ,S.1995。 A review on population studies of the North Paciac Bryde's whale stocks

(Revised).SC/47/NP14.

Okamura,H.and Shiinada,H.1999.Abundance estilmatiOn using imulti‐ year sighting data

and the application to the western North Paciac Bryde's whale data.SC/51/RWIP18

presented to the IWC Scientiac conl■ littee,May 1999(unpubLshed).13pp.

奥谷喬 司 .[改訂]と界首罵 /́″図鑑 、東 和電機製 作所 .函館 .166pp.

Omori,ヽ江。,Kawamura,A.and Aizawa,Wl 1972.Sergestes siiniles]王ansen,its distribution

and importance as food of hn and sei whales in the North Pacinc ocean.Pp.373‐ 391.

力 ′“Bio■ogica′ 0て,θβ′20すr,p′ど/οF ι′,θ Ⅳοrttθr盟 Ⅳοr′,P,ciac Oて ,θa′2″ (Edit by A.Y

Tekenouchi θサβ工),IdeHlitsu Shoten,TOkyoo Japan.626pp.

Omura,H.1950a,On the body weight of sperm and sei whales located in the Adiacent

waters of Japan.己d,■θP.レ%β′θβ ttθ s,r′23洗 ,ηうプリっ,4:1‐ 13.

Omura,H.1950b.Whales in the Adiacent Waters of」 apan,Sci_■θP,"多β′θε ttθ♂.力2ど

',
Tο′/ο,4:27‐ 113.

Omura,H。,Nishimoto,S.and F両 ino,K。 1952.Sei whales(∂β力θttοPιθrβ わOrθβ万♪ in the

Adiacent Waters of」 apan.Japan Whahng Association.

大村秀雄 .1953.日 本近海産イ ワシ鯨 の二つ の型 につ いて。日本捕鯨 協会 .16pp.

Omura,H.and F蒟 ino,K。 1954.Sei whales in the Adiacent Waters of Japan.H.Further

studies on the external characters.Sci。 月θp. Ⅳh,′θε ttθs.r′2,洗 , TOオ /ο,9:89‐ 103.

Omura,H.and Nemoto,T,1955.Sei whales in the Adiacent Waters of Japan.HI.Relation

between Movement and water temperature of the Seao Sci_■θフ.力勢,′θ∂月θ∂,盪2ε▲,

ηオ/ο,  10:79‐ 87.

大村秀雄 .1959.ニ タ リ鯨 の話 .′練研通 だ 99号 .ppl‐ 15

0rnura,H。  1959.Bryde's whale from the coast of Japano Sci_用θP, Nh,′θ∂月θ∂.′力β洗,14:

1‐ 33.

Omura,H。 1962.Further information on Bryde's whale from the coast of」 apan,Sci.月θp.

犀hβ′θε ttθs,/′2ει,ァ 24/● 16:7‐ 18.

Omura, H. 1966. Bryde's whale in the northwest Pacific. 」肋′“Whales, Dolphins and

Porpoises"(Edited by K.S.Norris),pp.70‐ 78.Unversity of Cahfornia Press,Berkeley

and Los Angeles,

161



大村秀雄 。1969.蕨 など つ て。岩波新書 717.岩 波書店 、東京 .pp208.

大村 秀雄 .1970.ニ タ リ鯨 の二つ の型 .′練研 通 だ 230号 .ppl‐ 9.

大村 秀雄 .1977。 世界 に於 ける海 産哺乳類 の リス ト.鯨研通 だ 310号 .pp39‐ 44.

大村 秀雄 .1986.第二康 学争
~/″ス.講談社 出版 サー ビスセ ンター。 東京 .Pp381.

Rice, D.報、 1963. Progress report on biological studies of large Cetacea in the waters off

Cah`ornia.ハ 胞7∂々〃 7ゼP′Fβ辺♂sサ
‐rid.,52(7):181‐ 187.

Rice, D.輛 1 1977. Synopsis of biological data on the sei whale and Bryde's whale in the

eastern North Paciac.■ θρ.′盟と,,多β工 σο
"ヵ

′2(SpeC.Issue l)192‐ 97.

Ruud, J.T. 1987.Seihvan(β と!′βθヵοpιθraわoreβ liS og brydehalen(ββ′βθttοPιθFβ わr/て′θ′)

ハιぉそ〃7β′Fβり か舞ユ,26(5):145‐ 150.

崎浦治之 (訳 )1956.(ベ テエ シエ ワ,イ エ、イ .1954.ソ 連科 学 アカデ ミー海洋学研 究所報

告 1954年第 ■ 巻)千島列 島海 域 にお け るひ げ鯨 の餌料 につ いての若 干 の資料 .鯨研 通信

56号 :20‐ 24.

Shimada,H.and Miyashita,T.1995.Estiination of current population size oF the western

North Paciac Brydeis whales using sighting data frOm 1988 to 1994.SC/47/NP9.Paper

subHlitted at 47thュneeting ofthe IWC/SC,9pp.

Shiュnada,H.and Miyashita,T.1996.Further estilmation of Brydets whale abundance in the

western North Paciac incorporating sighting data in 1995 survey.SC/48/NP17.Paper

subH道 tted at 47th meeting ofthe IWC/SC。 9pp.

Shilmada,H.and Miyashita,T,1999.Appendix 13.Sightings and abundance estilnates for

western North Paciac Brydeis whales.Report ofthe Scientinc Committee,ANNEX D.テ

ω ttCEAハ「RES.MAⅣ /生θ互 1(SUPPL.):108‐ 115.

Tamura,T.and OhsuH工 ,S,1999,Estiination of total food consumption by cetaceans in the

world's oceans.The lnstitute oF Cetacean Research。 16pp.

Tamura,T.and Fuiise,1丘 2002.Geographical and seasonal changes of the prey species of

Hlinke whale in the Northwestern Pacinc。 工CEsc′。pr′2,′ OFttrJi:2θ  δ仏お盟て,θ,59:516‐ 528.

2002.

Tomilin,A.G.1957,協盟ィ盟β′どOFttθ yddえ ,コど,り′σθ′2ι て,0口盟ιr′θε.Vol.IXo Cetacea.Pp.

1‐ 756.Translated from Russian.Israel program for scientific translations,

Wade,ユ R.and Gerrodette,T.1993.Estiinates oF cetacean abundance and distribution in

the eastern tropical Paciac.月 θp.ど2, 評hβtt ComJ盟盟43:477‐ 93.

Wada, S。 ,Oishi,WI.and Yamada,T.K.2003.A newly discovered species of living baleen

whale.ハ「,ι pFθ 426,278‐ 281.

山 田格 (訳 ) JeffersOn, T.A.,Leatherwood, S,and Webber,M.A.1993.rИ O dュ ,θ″θ∂

Ji〆θ盟し三ncaじi04♂uide,ルねrinθ ィコβ塑盟β′∂οFttθ 晦 』d.FAO,Rome,320pp.

Yoshioka,VI。 1989.Bryde's whales taken by the」apanese landbased whaling in the Bonin

lsland waters。 男θP,,盟ι. Ⅳhβ五 6ち理距盟39:462.

Yoshida,H.and Kato,H。 1999,Phylogenic relationships of Bryde's whales in the western

162



North Pacific and adiacent Waters inferred from mitOchondrial DNA sequences,ル 協二

脆 盟ク2.Sci.15:1269‐ 1286.

163



付録 1. 北太平洋のイワシクジラとニタ リクジラの外部形態や生物学的特性値 に関する要約

イワシクジラ ニタリクジラ

最大体長
形態

部
　
　
　
　
鰭
　
　
鰭

頭
　
　
　
　
胸
　
　
背

北太平洋 186m
北大西洋 173m

南半球  20m
中央の隆起線のみ

湾曲し、日蓋の中心部の

幅が狭い

体長の 2(〉-25%で年齢に

伴い増加

スレンダーで45度の角度
で先端は後方に向く。吻

端から体長の3分の2以

下に位置し、高さは 60cm
(体長の 3-45%)
相対的に小さい

吻部の外縁が直線的

中央が丸く出る

後端下部の角突起が上

部の間接突起よりとびだ

す
ナガス鯨と同様に扁平

棘突起が立つ

56-57
(Ivashin θど,た ,

1972)

(Ivashin θど,た

1972)
C7+D14+L13+Ca22-23

I-3/4,■ -5/7,Ⅳ -4/6,V―

2/3

漆黒で質が密で毛が自く

非常に細い。幅が細く、長 (大村、1959)

と`
左右の間隔が狭い   (大 村、1959)

北太平洋
北大西洋 318-340枚

南半球  296-402枚

ヘソまで届かない(体長
の 424跳まで)

北太平洋 32-60

北大西洋 3856
南半球  40-62

(大村、1959)

3mまで

深く潜らない、浅い潜水で
頭部と背部が同時に見え
る
規則的、2(〉-30秒間隔の
いち、15分の潜水

149m

150n(南ア沿岸)、 155m(南ア,中

合)

左右併せて合計3本の隆起線
全体的に平べつたく、口蓋の中心

部の幅が広い

スレンダーで体長の8-10%

とがった三日月型で、高さは46cm

(Best,1977)

(Leathe側oodθと

激 ,1976)

尾鰭
頭骨

鼻骨

下顎骨

脊椎骨

脊椎骨数

脊椎骨式

肋骨数

指骨式

ヒゲ板

ヒゲ板列
ヒゲ板数

畝の長さ

畝数

噴気

潜水

呼吸間隔

遊泳能力

体長の20%

吻部の外縁が丸みを帯びる

中央がへこみ、左右の縁が前方に

伸びる

後端下部の角突起が上部の問接

突起よりとびだしていない

丸太に近く

棘突起が後方に傾く

54-55

C7+D13+L13+Ca21

13

1-6,1-5,IV-5,V-3

黒褐色で質が粗雑で毛が太い。幅
が広く短い。

左右の間隔が広

(大村、1959)

(大村、1959)

(Nishiwaki,1972)

(大村、1959)

(大村、1959)

19cm*50cm
ヘソまたはその後方(体長の 55-

62%まで)

(大村、1959)

高くなく、風があるときには飛散す
る

4-5回の呼吸の後に潜水する。

短距離ではナガ
で長凍

スクジラ

164

1分の呼吸の後20分潜る



付録 1(続 き )

イrフ ラ′′じ弓 二な:】 ウジラ

源

群

資

系 】ヒ太平洋 繋触
群(3

】し大西洋
票
側と中央と東側の3系

南極海  6海 区

Jヒ太平洋
 !と|::I)初

期資源

北大西洋 数千頭

南極海  ♀
`→

::。1初
期資源

(Masaki,1977)

(AIlen,1980)

(AIlen,1980)

(AIlen,1980)

(Masaki,1977)  10-3月
(Gambe‖ ,1968)

(Laws,1959)
Present study

(Matthews,1938)

北太平洋西側系群、東シナ海系
群、北太平洋東側系群

開発可能な資源 216∞ (西側系
群 )

南ア 9∞併12000(沖合)

出生体長、体重 北太平洋 440m
681kg

南半球  45m

資源量

生物学的特性値
出生時期

胎児性比
(雌 %)

性成熟年齢

肉体成熟体長

北太平洋 11月 初旬
南半球  6月

北太平洋 494%
371%

南半球

384m
497kg

396m、 562kg(南 ア沖合群、沿岸
群)

(Ohsuml 1995)

(Ohsumi,1966)
Present study

(Best,1977)

(Masaki,1976)
Present study

540%
528%
522%(南ア沿岸 )、 462%(南ア沖
合 )

(OhsumL 1977a)
Present study

(Best,1977)

―腹仔

授乳期間

北太平洋 9948%が刊頭

北太平洋 7ヶ月
(力Π州) 9ヶ月
南半球  6ヶ月

性成熟率丸重量 引ヒ太平洋 0 9kg(片 側 )

南半球

性成熟体長

離乳体長   北太平洋 90m(離乳時期7月 ) (Masa阿 ,1976)

(Masaki.1977)   1008(992%が 1酵ヨ)

(Masaki,1976)

(Rice,1977)

(Gambe‖,1968) 6ヶ月(南ア沿岸沖合)

71m
80m

(Masaki,1977) 0 8kg(片側)

3 0kg(両 側)(南ア)

雌-120m、 雄-118m
雌-116-113m、 雄-110-
114m
雌-125m、 雄-119-122m(南
ア沿岸)

雄-12卜 131m(南ア沖合)

雌-8歳、雄-10歳

雌-10歳、雄-9-10歳 (南ア沿
岸)

雄-1併 11歳 (南ア沖合)

雌-134m、 雄-123m

雌-135m、 雄-130m

(Ohsumi,1977a)

(Best,1977)

(Lockyer, 1984)

Present study

(Ohsumi,1977a)

(Best,1977)

(Ohsumi 1977a)

(Kato and

Yoshioka,1995)

(Best,1977)

(Best,1977)

(Ohsumi,1977a)

(Best,1977)

(Ohsumi,1977a)

(Kato and

Yoshioka,1995)

北太平洋 雌-134m、 雄-129m(Masa阿 ,1976)

(加州) 雌-138m、 雄-128m(印 ce,1963)

南線 陸 抑 は 雄引 部 m ttF牝 70

北太平洋 1925年頃まで10歳   (Masam,1977)
1960年で7歳

南半球  1930年 代:1(〉-11歳  (加藤、 1991)

1950年代:7歳

北太平洋 雌-152m、 雄-143m(Masa阿 ,1977)
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付録 1(続 き)

イワシクジラ ニタリクジラ

加入年齢   北太平洋 1970年代:7-8歳   (大 隅、 1974)

加入率

繁殖同期

97-99歳           (Ohsumi,1995)
5歳 (沿岸捕鯨)、 9歳 (遠洋捕鯨)lWC(1997)

0084-0097 (Ohsumi,1995)

肉体的成熟年齢

最高年齢   北太平洋 60歳

自然死亡率 北太平洋 雌-0060、 雄-0054

南半球  006

受胎時期

北太平洋 2年
(加州) 3年

北太平洋 12月 下旬

南半球  6月

見かけの妊娠率 】と太平洋 1970年以前:708%
1970年以降:636%

排卵率 北太平洋 0604
南半球

妊娠期間 北太平洋 105ヶ 月
(加 )‖ ) 127ヶ 月

南半球  12ヶ月

休上期間 北太平洋 65ヶ 月
(加州) 14.3ヶ月
南半球

20歳

(Lockyer,1974)雌 -52歳、雄-55歳
63歳

(Masaki,1976)

(Hoぃvood,1980)

(Masakt,1976)

(Rice,1977)

(Masaki,1976)

(Gambe‖,1968)

0074
0080-0091
0058-0091
0.070-0087

長い(12-4月 )

周年(南ア沿岸)、 3-5月 (南ア沖
合群)

(Ohsuml 1977a)

(Ohsumh 1977a)
Ohsumi(1979)

(Ohsumi 1977a)

(Ohsumh 1977b)

(Hoit,1980)

(MC,1988)

(Ohsumh 1995)

(Best,1977)

(Masaki,1976)

(Masaki,1976)

(Masaki,1977)

(Masaki,1976)

(Rice,1977)

(Matthews,
1938:Gambe‖ ,

1968)

(Masaki,1978)

(Rice,1977)

601`

0455
235(南ア沿岸)、 042(南ア沖合)

(Kato and

Yoshioka,1995)

(Ohsumi,1977a)

(Best,1977)

1lヶ月 (Ohsumi,1995)

12ヶ月(南ア沖合群、沿岸群) (Best,1977)

6ヶ 月 (Best,1977)
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付録 2.北洋での母船式捕鯨による捕鯨年表

イワシクジラとニタ リクジラは、 日本沿岸での基地式捕鯨 と北洋での母船式捕鯨で捕獲 されて

きた。 ここでは北洋での母船式捕鯨の捕鯨年表を示 した。

北洋

補億 メモ 多加船団

,耐獲歎

ヒゲ鯨 ニタリ鯨 マッヨウ鯨

1945昭 和 20

1946昭 和 21

1947昭 和 22

1948昭 和 23

1949昭 和 24

1950昭 和 25

,951昭 和 26

1952昭 和 2,

1953昭 和 28

1954昭 和 29

1955昭 和 30

1956昭 和 31

1957昭 和 32

1958昭 和 38

1959昭 和 34

1960昭 和 36

1961昭 和 36

196ρ 昭和 37

1969昭 和 38

1964昭 和 00

1965昭 和 40

1966昭 和 41

196,昭 和 42

1968昭 和 4a

1969昭 和 44

1970昭 和 45

19'1昭 和 46

19'2昭 和 47

1973昭 和 48

19,4昭 和 49

1975昭 和 50

1976昭 和 51

19''昭 和 52

19'a昭 和 53

第 1北
第 2北
第 3北
第 4】ヒ

第 5Jヒ

第 6北

第 7北

第 3北
第 9北
第 10北

第 11北

第 12北

第 19北

第 14北

第 15北

第 16北

第 17北

第 18北

第 19北

第 20北

第 21北

第 22北

第 23北

第 24北

第 25北

第 26北

第 2,北

28北

490

1,84

1.698

1.700

1,500

1,300

1800

1,900

2.549

2,700

2.460

2,460

3000

3000

3000

3000

2,700

1,803

1,567

1,803

1,809

1903

450

1.299

898

‐７８
９５８
８７８
‐，６００硼
ｍ
ｍ
８００
８００
８００
６８‐
７４‐
醐
硼
硼
硼
硼
８５９
７９８
６９２
５５４
４‐３
３０３
２４９

大洋が小笠原に母船式出漁

日水・極洋の共同出漁

三社共同寺
'it営

極洋単独出′猿

小笠原での補鯨終了

北洋捕億許可

ヒゲ3社、マッコウ5社共同操業

マッヨウ6社共同繰業

6社3船団方式

北太平洋シロナガス鯨とザトウ鯨の補獲禁止

ばいかる丸

ばいかる丸

ぼいかる丸・錦城丸

極洋丸・錦城丸

極洋丸・松島丸

権洋丸・備城丸

極岸丸・2図 南丸

極洋丸・錦城丸

極津丸・2図 南丸

極洋丸・備城丸

極洋丸・綿城丸 ,日 東丸

極洋丸・備城丸 日束丸

桂澪丸 鶴城丸・日米丸

権洋丸 0日 新丸・日米丸

2極 滞丸 0日新丸 日栄丸

2権洋丸。日新丸 国南丸

2極 洋丸・3日 新丸・園南丸

0檀 澪丸。日新丸・国南丸

2極洋丸・3日 新丸・口南丸

3権 洋丸・3日 新丸 2口 南丸

3権 洋丸,9日 新丸 2図 南丸

0後 洋丸 0日 新丸 2図 南丸

9色 洋丸 0日 新丸 2図 薦丸

3極 洋丸・0日 新丸・2回 南丸

3極洋丸(共同補燃 )

0権洋丸(共同補億 )

0極洋丸(共同補歯 )

3極 洋丸(共同補億 )

母船の南北共用許可

:WOて 北鯨枠20,6削 減

国際監視員制度適用

北太平洋ナガス鯨とイワシ鯨の補獲禁止

沿岸は日東3隻、日本補鯨、三洋捕鯨1隻

:WO/10CR開 始

ミレク以外のaPお妥t補儀
‐
難正

補瀬・宮脇(2000)よ り

付録 3.JARPN・ JARPNⅡ の調査年表

l JARPN

調査次数 年度  調査形式

調査  使用船舶数

調査期間   日数 調査  目視  日視

母船 採集船 専門船

乗組員 総探索  ミンク

(名 ) 距離  クジラの

(マ イル)発 見数

調査海域 膵
勢11 7  8  9

第二次

第2次

第3次

第4次

第5次

第6次

1995

19'6

1997

1998

6,980

11,344

12,088

15,063

7,707

4,459

予備調査     o199475～ 97 65

"      01995613～ 822 71

本格・嗣査 0● ●  199677～ 913 69
″   ● 0● 199756～ 71470
〃   0●  1998426～ 62144
″  0●   199969～ 72328

151

185

190

190

151

143

182

293

２‐
‐００
７７
‐００
‐０。
ｍ

3

3

3

2 JARPNH

調査海域 調査 使用船舶数 乗組員 縁探索 ミンク    標本採集教*

クジラの  Mi  Br  Sp  Se

発見数

調査次数 年度  調査形式 調査期間 日教 調査  目視  目視 餌生物 (名 )

母船 採集船 専F月船 調査船

距離

(マ イル)

117 8 9

第 1次

第2次

第3次

第4次

予備調査

本格調査

2000

2001

2002

2003

219

211

205

210

100

100

100

●0● 200081～ 91647
0● 0ど001514～ 83 82
●0● 200275～ 91876
●● 02003517～ 88 84

1   3   1   1 ６８

‐５５

‐４‐

２ ００

5    39

1   3   2   1

167

7,284

18,414

11,497

17,222 10    50

■:河 i ミンククジラ、Br ニタリクジラ Sp マッヨウクジラ、Se イワシクジラ
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